
一

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
三
十
三
號　

二
〇
二
一
年
十
二
月

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）

禅
研
究
所
中
世
禅
籍
班

飯
塚
大
展
・
佐
藤
俊
晃
・
比
留
間
健
一
・
堀
川
貴
司

は
じ
め
に

　

本
稿
は
前
稿
に
引
き
続
き
『
江
湖
風
月
集
略
註
』
に
関
す
る
校
訂
と
注

釈
を
行
っ
た
成
果
で
あ
る
。
読
書
会
の
参
加
者
は
、飯
塚
ほ
か
、佐
藤
俊
晃
、

比
留
間
健
一
、
堀
川
貴
司
の
各
氏
で
あ
る
。
読
書
会
は
、
は
じ
め
に
各
自

が
担
当
者
と
な
り
、
頌
一
首
ず
つ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と

に
共
同
で
校
合
の
確
認
と
内
容
理
解
に
関
す
る
討
議
を
行
っ
て
き
た
。
担

当
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
171
）
侍
者
之
杭
州
（
堀
川
）　
（
172
）
維
那
入
浙
（
飯
塚
）　
（
173
）

温
蒲
（
佐
藤
）　
（
174
）
天
童
知
客
（
比
留
間
）　
（
175
）
百
雁
図
（
堀
川
）　

（
176
）
人
之
江
西
（
飯
塚
）　
（
177
）
達
磨　
（
佐
藤
）　
（
178
）
憶
母
（
比

留
間
）　
（
179
）
天
寧
火
後
（
堀
川
）　
（
180
）
悼
性
侍
者
（
飯
塚
）　

（
181
）
憶
銭
塘
（
飯
塚
）　
（
182
）
宝
山
（
飯
塚
）

【
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
】

（
１
）
底
本
と
対
校
本

　

底
本　

①
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
以

下
「
京
大
本
『
略
註
』」）

　

対
校　

②
飯
塚
架
蔵
増
上
寺
二
念
庵
旧
蔵
寛
永
九
年
版
『
江
湖
風
月

集
略
註
』（
以
下
「
寛
永
本
」）

（
２
）
参
考
史
料

　
　
［『
略
註
』（
林
下
妙
心
寺
派
）
系
統
］

	

③
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
江
湖
風
月
集
略
註
』大
義
写
本（
以

下
「
大
義
写
本
」）

	

④
飯
塚
架
蔵
寛
永
己
酉（
十
年
）版『
江
湖
風
月
集
略
註
鈔
』（
以

下
『
略
註
鈔
』）

［
五
山
系
統
］

	
⑤
龍
門
文
庫
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（
芳
郷
光
隣
・
彭
叔
守

仙
抄
、
以
下
「
龍
門
文
庫
本
」）



二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

	

⑥
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
『
襟
帯
集
』

	
⑦
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
江
湖
風
月
集
夾
山
鈔
』（
以
下
、『
夾

山
鈔
』）

［
洞
門
抄
物
系
統
］

	

⑧
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（「
蓬
左
文
庫
本
」）

「
林
下
大
徳
寺
系
統
」

	

⑨
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
抄
』（「
足
利

学
校
本
」）

［
妙
心
寺
系
統
］

	

⑩
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
訓
解
添
足
』

（
無
著
道
忠
抄
、
以
下
『
訓
解
添
足
』）

【
翻
刻
凡
例
】

一
、	

本
史
料
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
『
江
湖
風
月
集
略
註
』（
以
下
「
京
大
本
略
註
」）
を
用

い
る
。

一
、	

底
本
の
翻
刻
の
体
裁
は
、
頌
の
本
文
を
太
字
と
し
、
注
釈
の
本

文
は
改
行
二
字
下
げ
と
す
る
。
本
文
の
行
間
や
欄
外
に
書
写
さ

れ
た
抄
文
も
、
匡
郭
内
の
注
の
後
に
［
欄
外
注
］
と
し
て
翻
刻

す
る
。
傍
注
に
関
し
て
は
、
第
一
句
か
ら
第
四
句
を
順
次
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
と
し
て
、
該
当
箇
所
を
指
摘
し
た
後
、［
傍
注
］
と
し
て
翻

刻
す
る
。

一
、	

底
本
と
寛
永
本
と
の
校
合
を
行
な
う
。
な
お
、
校
合
に
関
す
る

注
は
、［
校
異
］
と
し
て
脚
注
の
形
で
行
う
。

一
、	「
略
註
鈔
」
は
比
較
対
照
史
料
と
し
て
、
二
段
組
で
翻
刻
す
る
。

一
、	

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
略
体
字
・
別
体
字
・
俗
字
等
は
、

現
行
の
書
体
に
て
翻
字
す
る
。
省
文
等
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
た
脱
字
が

明
か
な
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に

し
、。

一
、	

踊
り
字
は
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」、「
ヾ
」、
漢
字
は
、「
々
」、「
々
々
」

を
用
い
、
二
字
以
上
の
「
〳
〵
」
も
用
い
る
。

一
、	

合
字
の
「
ヿ
」「

」「
ゟ
」「

」「

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ト
、

シ
テ
（
シ
タ
）、
ヨ
リ
、
ト
キ
、
ト
モ
に
置
き
換
え
て
翻
字
す
る
。

一
、	

濁
音
・
促
音
等
の
表
記
は
、
原
文
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
敢
え
て

統
一
は
は
か
ら
な
い
。

一
、	

句
読
点
に
関
し
て
は
、
読
解
を
便
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
適
宜

こ
れ
を
補
う
。



三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

０
１
７
１
侍
者
之
杭
州

【
京
大
本
略
註
】

（
四
十
三
）
潭
州
月
庭＊

ノ

忠
和
尚

月（
１
）庭＊

正
忠
嗣
退
耕
寧
、
々
嗣
無
準
。
師
久
住
二

建
康
府
ノ

蒋
山
一

。
潭
州
属
二

湖＊

南
一

。
霊＊

隠
ノ

退
耕
寧
。

（
171
）
侍
者
之
ク二

杭
州
ニ一

自
二

建
康
一

去
テ

之
二

杭
州
一

。

Ａ
寒
潮
有
レ

月
帯
二

秋
声
ヲ一

Ｂ
寂
寞
ト
シ
テ

難
シレ

禁タ
ヘ二

午
夜
ノ

聴キ
ヽ
ニ一

Ｃ
着
二ケ
ヨ

隻
ヲ

銭
塘
江
上
眼コ
ヲ一

Ｄ
莫
レレ

教
三コ
ト

空
ク

恨
ミ二

石
頭
城
ヲ一

劉（
２
）禹
錫
詩
、
山
囲
二

故
国
一

周
遭
ス
ル
コ
ト

在
リ

、
潮
打
二

空
城
一

寂
寞
ト
シ
テ

回
ル

。
着（
３
）隻
者
、
言
着
二ナ
リ

一
隻
眼
一

見
ル二

銭
塘
ヲ一

之
意
也
。
銭（
４
）塘
者
杭
州
也
。

九
域＊

志
云
、
銭
塘
初
為
二

潮
水
ノ

所
ルレ

破
ラ

、
州
人
華
信
以
二

私
ノ

銭
一

作
レ

塘
ヲ

捍フ
セ
クキ

、
号
二

銭
塘
ト一

。
郡
ノ

儀
曹
華
信
也
。
石（
５
）頭
城
是
建
康
府
也
。
此
時

月
庭
住
建
康
蒋
山
也
。
此
侍
者
定
有
テレ

事
離
二

石
頭
城
一

乎
。
石
（
６
）＊頭
城
与
銭
塘
近
。
石
頭
城
詩
云
、
多
情
白
鷺
洲
前
水
、
月
落
潮
生
声
自
哀
。
勝

覧
。

［
欄
外
注
］

劉（
７
）詩
三
四
云
、
淮
水
東
辺
旧
時
月
、
夜
深
還
過
女
墻
来
。
金
陵
懐
古
之
詩
也
。

［
傍
注
］

Ａ
「
寒
潮
」
石
頭
城
ノ
景
。

Ａ
「
帯
秋
色
」
恨
別
之
意
。

Ｄ
月
庭
ヲ
莫
レ

恨
。



四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
出
典
】

不
明
。

【
校
異
】

＊
庭
―
底
、
＊
湖
南
―
湖
南
路
、
＊
霊
隠
退
耕
寧
―
ナ
シ
、
＊
域
―
城
、
＊
石
頭
城
与
銭
塘
近
石
頭
城
詩
云
多
情
白
鷺
洲
前
水
月
落
潮
生
声
自

哀
勝
覧
―
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
四
十
三
）
潭
州
月
庭
忠
和
尚

（
171
）
侍
者
之
杭
州
ニ

杭（
８
）
ハ
木
ノ
ク
イ
ト
ヨ
ム
ナ
リ
。
夏
ノ
禹
ノ
天
下
ヲ
九
州
ニ
ワ
ク

ル
ト
キ
、
ク
イ
ヲ
捨
ル
処
ヲ
杭
州
ト
云
也
。

Ａ
寒
潮
有
リレ

月
帯
フレ

秋
声
ヲ

月（
９
）庭
忠
ハ
建
康
府
ニ
居
ラ
レ
タ
。
建
康
府
ノ
内
ニ
石
頭
城
ト
云

ガ
ア
ル
ソ
。
石
頭
城
ノ
潮
ハ
、
只
サ
ヘ
サ
ヒ
シ
イ
ニ
、
静
ナ
月

ノ
夜
、コ
ト
ニ
秋
ノ
時
分
聞
カ
バ
、イ
ヨ
〳
〵
サ
ビ
シ
カ
ラ
フ
ゾ
。

Ｂ
寂
寞
ト
シ
テ

難
シ

禁タ
ヘ

午
夜
ノ

聴

午
夜
ノ
時
分
聞
カ
ハ
、
何
ト
モ
エ
コ
ラ
ヘ
ラ
レ
マ
ジ
キ
ソ
。
夫

レ
ニ
依
テ
杭
州
ヘ
行
ク
カ
ソ
。

Ｃ
着ツ
ケ
ヨ

隻
ノ

銭
塘
江
上
眼

銭）
10
（

塘
江
ヘ
行
タ
ラ
ハ
、
一
隻
ノ
眼
ヲ
着
ケ
ヨ
ト
云
心
ゾ
。
隻
眼
ヲ

着
二

銭
塘
江
上
ニ一

ト
云
ワ
フ
ケ
レ
ト
モ
、
声
カ
悪
イ
ホ
ト
ニ
如
レ

此

シ
タ
見
（
ト
脱
カ
）ヘ
タ
ソ
。
此
ノ

ヤ
ウ
ニ
ス
ル
作
法
モ
ア
ル
ケ
ナ
ソ
。

Ｄ
莫
レレ

教シ
ム

三コ
ト
ヲ

空
ク

恨ラ
ミ二

石
頭
城
ヲ一

銭）
11
（

塘
江
デ
眼
ヲ
開
タ
ラ
ハ
、
此
ノ

比
ロ

居
タ
石
頭
城
ヲ
バ
恨
ミ
マ

ジ
イ
ソ
。
ト
云
ハ
、
吾
ガ
処
ヲ
ハ
恨
ミ
マ
ジ
キ
ソ
ト
ナ
リ
。
ソ

チ
デ
悟
タ
ラ
ハ
、
寒
潮
ー
ー
タ
現
成
ノ
上
ガ
其
ノ

儘
本
分
ヂ
ヤ
ト

知
ウ
ゾ
。
悟
ラ
ズ
ン
ハ
、
説
テ
聞
セ
ヌ
ト
云
テ
吾
レ
ヲ
恨
ウ
ゾ
。



五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
171
）】

（
１
）
月
庭
正
忠
…
…
退
耕
寧
＝
『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
五
・
霊
隠
退
耕
寧
禅
師

法
嗣
に
「
金
陵
蒋
山
月
庭
忠
禅
師
」
章
あ
り
。
そ
こ
に
は
「
潭
州
人
」
と
あ
っ

て
、
上
堂
語
三
則
を
掲
げ
る
（
続
蔵
一
四
二
・
四
二
七
ｄ
）。
一
方
『
五
燈
会
元

続
略
』
巻
三
で
は
無
学
祖
元
の
法
嗣
と
し
て
見
え
（
続
蔵
一
三
八
・
四
七
八
ｃ
）、

『
五
灯
厳
統
』『
五
灯
全
書
』
等
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。『
貞
和
集
』
に
は

二
八
首
入
集
し
て
お
り
、語
録
等
が
伝
来
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
末
尾「
霊

隠
退
耕
寧
」
は
文
の
途
中
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
衍
字
か
。

（
２
）
劉
禹
錫
…
…
寂
寞
回
＝
Ａ
Ｂ
句
の
典
拠
と
し
て
、『
聯
珠
詩
格
』
巻
十
二
・

用
旧
時
字
格
に
収
め
る
唐
・
劉
禹
錫
の
七
言
絶
句
「
石
頭
城
」
の
前
半
二
句
を

挙
げ
る
。
後
半
は
欄
外
注
に
あ
る
と
お
り
。
潮
・
寂
寞
は
第
二
句
に
あ
る
が
、

月
は
第
三
句
に
出
て
く
る
の
で
、
Ａ
句
の
典
拠
と
し
て
は
後
半
も
引
用
す
べ
き

と
こ
ろ
。
正
式
に
は
「
金
陵
五
題
・
石
頭
城
」
と
題
す
る
連
作
の
内
の
一
首
で
、

い
ず
れ
も
欄
外
注
に
言
う
よ
う
に
、
南
朝
の
首
都
を
懐
古
す
る
も
の
。『
方
輿

勝
覧
』
巻
十
四
・
江
東
路
・
建
康
府
・
石
頭
城
に
も
引
用
さ
れ
る
。

（
３
）
着
隻
者
…
…
之
意
也
＝
Ｃ
句
の
注
。
一
隻
眼
は
物
事
を
見
抜
く
目
。「
具

…
…
」「
著
…
…
」
の
形
で
禅
籍
に
頻
出
す
る
。「
著
得
…
…
」
で
は
『
虚
堂
和

尚
語
録
』
巻
三
に
「
汝
等
比
丘
、
若
能
於
此
、
著
得
一
隻
眼
、
釈
迦
自
釈
迦
、

波
旬
自
波
旬
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
〇
五
ｂ
）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。

（
４
）
銭
塘
者
…
…
華
信
也
＝
『
方
輿
勝
覧
』
巻
一
・
浙
西
路
・
臨
安
府
・
銭
塘

に
「
九
域
志
、
銭
塘
初
為
潮
水
所
損
、
州
人
華
信
以
私
銭
作
塘
捍
潮
、
因
号
銭

塘
」
と
あ
る
。
末
尾
部
分
は
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
『
後
漢
書
』
巻
七
十
一
・
皇

甫
嵩
朱
儁
列
伝
第
六
十
一
の
、
朱
儁
が
銭
塘
侯
に
封
じ
ら
れ
た
と
の
記
述
の
注

に
「
銭
塘
、
今
杭
州
県
也
。
銭
塘
記
云
、
昔
郡
議
曹
華
信
議
立
此
塘
、
以
防
海

水
。
始
開
募
、
有
能
致
土
石
一
斛
、
与
銭
一
千
、
旬
日
之
間
、
来
者
雲
集
。
塘

未
成
而
譎
不
復
取
、
皆
遂
棄
土
石
而
去
、
塘
以
之
成
也
」
と
あ
る
の
に
依
る
が
、

こ
の
故
事
は
既
に
０
０
６
４
過
銭
塘
江
の
注
に
「
東
漢
書
」
か
ら
の
引
用
と
し

て
引
か
れ
て
お
り
、
同
偈
頌
注
（
４
）
に
お
い
て
、
直
接
の
出
典
は
『
祖
庭
事

苑
』
巻
五
「
銭
塘
」
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
５
）
石
頭
城
是
…
…
石
頭
城
乎
＝
Ｄ
句
の
注
。
注
（
２
）
に
引
い
た
よ
う
に
『
方

輿
勝
覧
』
に
立
項
さ
れ
「
蓋
六
朝
形
勝
、
所
必
争
之
地
、
在
城
西
二
里
」
と
あ

る
。
月
庭
は
注
（
１
）
に
示
し
た
と
お
り
建
康
（
南
京
）
の
蒋
山
に
住
し
た
。

こ
の
偈
の
時
も
そ
こ
に
い
た
の
は
Ｄ
句
の
表
現
か
ら
明
白
で
あ
る
。
侍
者
が
こ

こ
を
離
れ
杭
州
ヘ
向
か
う
理
由
は
「
事
有
り
」
と
し
か
述
べ
な
い
が
、
修
行
を

継
続
す
る
こ
と
は
ま
た
偈
の
内
容
か
ら
見
て
取
れ
る
。
な
お
、『
訓
解
添
足
』

に
は
題
に
つ
い
て
「
一
本
侍
上
有
送
字
、
又
無
州
字
」
と
あ
り
、
送
行
の
意
を

明
確
に
し
て
い
る
本
文
の
存
在
を
示
す
。

（
６
）
石
頭
城
与
…
…
勝
覧
＝
寛
永
版
本
に
は
な
い
部
分
。「
石
頭
城
詩
云
」
と
し

て
引
く
の
は
、
同
じ
く
注
（
２
）『
方
輿
勝
覧
』
の
石
頭
城
の
記
述
に
あ
る
、

楊
万
里
が
清
涼
寺
に
遊
ん
で
詠
ん
だ
七
言
律
詩
三
首
お
よ
び
序
の
う
ち
第
三
首

の
末
尾
二
句
。

（
７
）
劉
詩
三
四
…
…
懐
古
之
詩
也
＝
注
（
２
）
参
照
。

（
８
）
杭
ハ
…
…
杭
州
ト
云
也
＝
地
名
の
由
来
を
述
べ
る
。
境
界
を
示
す
杭
を
こ

こ
に
捨
て
た
か
ら
、
と
い
う
の
だ
が
、『
方
輿
勝
覧
』
巻
一
・
浙
西
路
・
臨
安
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府
の
「
余
杭
」
で
は
「
寰
宇
記
、
夏
禹
捨
舟
航
登
陸
于
此
、
因
名
」
と
あ
り
、

舟
航
を
捨
て
る
、
す
な
わ
ち
舟
に
乗
っ
て
行
く
こ
と
を
や
め
る
、
と
い
う
の
を
、

杭
（
航
と
通
じ
る
）
を
余
す
（
捨
て
る
）
と
表
し
た
、
と
い
う
ふ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

（
９
）
月
庭
忠
ハ
…
…
行
ク
カ
ソ
＝
Ａ
Ｂ
句
を
通
常
の
送
別
詩
の
よ
う
に
解
釈
し

た
も
の
。
こ
こ
南
京
の
潮
の
音
を
秋
の
月
光
の
も
と
真
夜
中
に
聞
い
て
寂
し
さ

の
あ
ま
り
杭
州
に
向
か
う
の
か
、と
作
者
は
侍
者
の
心
中
を
思
い
や
っ
て
い
る
、

と
す
る
も
の
。

（
10
）
銭
塘
江
ヘ
…
…
ア
ル
ケ
ナ
ソ
＝
Ｃ
句
に
つ
い
て
、
韻
律
を
整
え
る
た
め
、

眼
の
字
を
末
尾
に
持
っ
て
行
っ
た
と
す
る
も
の
。
確
か
に「
着
隻
眼
銭
塘
江
上
」

だ
と
三
・
四
で
区
切
れ
て
リ
ズ
ム
が
悪
く
、
ま
た
平
仄
も
、
仄
・
平
・
仄
と
あ

る
べ
き
と
こ
ろ
が
仄
・
平
・
平
と
な
っ
て
し
ま
う
。『
夾
山
鈔
』
も
隻
眼
を
二

つ
に
切
り
分
け
た
と
し
な
が
ら
も
、「
実
異
体
也
。
必
有
古
人
之
句
法
、余
未
考
」

と
す
る
よ
う
に
、
熟
語
同
士
の
語
順
を
入
れ
替
え
る
の
は
よ
く
あ
る
が
、
熟
語

を
切
り
離
し
て
移
動
さ
せ
る
と
い
う
の
は
珍
し
い
か
。

（
11
）銭
塘
江
デ
…
…
恨
ウ
ゾ
＝
Ｃ
Ｄ
句
の
解
釈
を
述
べ
る
。
も
し
杭
州（
銭
塘
江
）

で
隻
眼
を
開
い
て
悟
り
を
得
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
い
た
南
京
の
こ
と
を
恨
み

に
思
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
前
半
二
句
の
情
景
こ
そ
本
分
現
成
＝
悟
り
の
姿
そ
の

も
の
、
で
あ
っ
た
（
そ
れ
を
師
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
の
だ
）
と
知
る
だ
ろ
う
。

逆
に
悟
ら
な
か
っ
た
ら
、
親
切
に
指
導
も
せ
ず
放
っ
て
お
い
た
こ
の
私
を
、
淋

し
い
南
京
の
風
景
と
共
に
恨
み
に
思
う
だ
ろ
う
、
と
す
る
。
竜
門
文
庫
本
・『
襟

帯
集
』
も
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
。
Ａ
句
傍
注
に
「
恨
別
之
意
」
と
あ
る
の
は
、
表

面
上
作
者
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
『
略
註
鈔
』
が

説
く
の
は
裏
面
の
意
で
あ
る
。

０
１
７
２
維
那
入
浙

【
京
大
本
略
註
】

（
172
）
維
那
入
レ

浙
ニ

Ａ
枯カ
ラ
シ二

尽
シ
テ
・
ス
〈
コ
ジ
ン
〉

淮
山
幾
万
重
ヲ一

Ｂ
一
枝
ノ

桃
萼ガ
ク

嬾
モ
ノ
ウ（
懶
カ
）シ二
春
風
ニ一

Ｃ
忽
チ

開
カ
ハ
ケ二

西
子
湖
辺
ノ

眼
ヲ一

Ｄ
帯
レ

雨
ヲ

千
株
似
ン二

血
紅
一ル
ニ

言（
１
）、
淮
山
ノ

草
木
皆
枯
尽
キ

、
中
只
有
二

一
枝
桃
花
之
新
一

也
。
此（
２
）維
那
ハ

是
淮
人
也
。
江
北
是
長
淮
、
江
南
是
浙
也
。
応（
３
）庵
十
八
歳
而
於
虎
丘
為

維
那
。
丘
欲
三

命
シ
テ

充
二ン
ト

首
座
ニ一

。
時
ニ

会
中
ニ

有
二

円
悟
ノ

耆
旧
云
、
華
維
那
嫩＊

コ
ト

在
リ

。
師
聞
作
偈
曰＊

、
江
上
青
山
殊
未
老
、
屋
頭
春
色
放
教
遅
、
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人
言
洞
裏
桃
花
嫩＊

、
未
必
人
間
有
此
枝
。
遂
去
。
西（
４
）子
湖
者
、
東
坡
題
杭
州
西
湖
詩
云
、
若
把
西
湖
比
西
子
、
淡
粧
濃
抹
両
相
宜
。
迩
来
称

西
子
湖
也＊

。

［
欄
外
注
］

或（
５
）抄
云
、
古
句
云
、
君
看
陌
上
桃
花
紅
、
尽
是
離
人
眼
中
血
。

維（
６
）那
翻
二

悦
衆
一

。

眉（
７
）山
草
木
枯
尽
而
二
蘇
誕
矣
。

晩（
８
）春
景
似
晩
唐
詩
、
宋
人
梅
詩
云
、
便
如
詩
到
晩
唐
時
、
蓋
謂
爛
熳
七
零
八
落
也
。

［
傍
注
］

Ｃ
Ｄ
句　

途（
９
）中
桃
花
ヲ
ヨ
ク
看
ヨ
也
。
忽）

10
（

或
作
忍
ヒ
ン
ヤ

字
。
諸
方
ノ
桃
花
七
零
八
落
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

＊
嫰
―
懶　

＊
曰
―
云　

＊
嫰
―
懶　

＊
也
―
也
或
抄
云
古
句
云
君
看
陌
上
桃
花
紅
尽
是
離
人
眼
中
血
。

【
略
註
鈔
】

（
172
）
維
那
入
浙

Ａ
枯
尽
ス

淮
山
幾
ク

万
重
ソ

是）
11
（

レ
ホ
ト
、
淮
山
ノ
草
木
ハ
枯
レ
テ
、
花
ノ
咲
ク
草
木
ハ
ア
ル

マ
イ
ト
思
フ
タ
レ
ハ
、

Ｂ
一
枝
桃
萼カ
ク

嬾
シレ

春
風

一
枝
ノ
桃
萼
ガ
、
若
カ
〳
〵
ト
開
テ
ア
ル
ヨ
ト
、
維
那
ヲ
托
上

シ
タ
ゾ
。
応）

12
（

庵
華
ノ
頌
ヨ
リ
シ
テ
、
維
那
ノ
縁
語
ニ
、
桃
花
ノ

沙
汰
ヲ
ス
ル
ソ
。
又）

13
（

、
此
維
那
、
淮
山
ノ
秀
ヲ
ヌ
イ
テ
、
生
レ

出
タ
ホ
ト
ニ
、
淮
山
ガ
枯
レ
タ
、
ト
ナ
リ
。
蜀
ノ
東
坡
カ
生
レ

タ
ト
キ
、
山
川
ノ
精
ガ
、
東
坡
ト
成
タ
ニ
依
テ
、
草
木
ガ
枯
レ

テ
在
ツ
タ
ソ
。
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Ｃ
忽
チ

開
ケ二

西
子
湖
辺
ノ

眼
ヲ一

東
坡
ガ
西
湖
ヲ
西
子
ニ
比
シ
テ
ヨ
リ
、
西
湖
ヲ
西
子
湖
ト
云
ゾ
。

浙
ニ
ア
ル
ナ
リ
。
西）

14
（

子
湖
辺
ヘ
行
テ
、
眼
ヲ
開
テ
見
バ
、

Ｄ
帯
フレ

雨
ヲ

千
株
似
リレ

血
ノ

紅
ル
ニ

血
ノ
紅
ナ
ヤ
ウ
ナ
、
ム
サ
〳
〵
ト
シ
タ
花
ハ
多
カ
ラ
ウ
ソ
。
此

一
枝
ノ
桃
萼
ニ
ハ
、
ヨ
ツ
テ
モ
付
ク
マ
ジ
キ
ゾ
。
又）

15
（

、
西
子
湖

辺
ニ
テ
見
ヨ
。
帯
雨
千
株
ノ
紅
ハ
、
離
別
ノ
涙
テ
ア
ラ
ウ
ソ
。

【
注
（
172
）】

（
１
）
言
淮
山
草
木
…
…
桃
花
之
新
也
＝
淮
山
の
草
木
は
す
っ
か
り
冬
枯
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
中
に
只
一
枝
の
桃
花
が
清
新
の
気
を
吐
い
て
い

る
、
の
意
。『
略
註
鈔
』「
龍
門
文
庫
本
」
は
、
こ
の
一
枝
の
桃
花
は
、
こ
の
維

那
に
比
せ
ら
れ
、
托
上
の
意
と
す
る
。

（
２
）
此
維
那
是
…
…
江
南
是
浙
也
＝
Ａ
Ｂ
句
の
注
。「
龍
門
文
庫
本
」
も
同
様
に

注
す
る
。
浙
に
赴
く
維
那
は
、
淮
（
長
淮
）
の
出
身
で
あ
る
。
長
江
の
北
側
を

長
淮
と
言
い
、
そ
の
南
側
を
浙
と
言
う
と
す
る
が
、『
訓
解
添
足
』
は
、
こ
の

説
を
非
と
す
る
。『
略
註
』
は
、「
０
０
３
４
送
人
之
南
国
」
に
お
い
て
、「
長

淮
ハ
者
、
秦
淮
也
。
在
リ二
江
北
ニ一
、
与
二
金
陵
一
相
対
ス
。
真
州
・
楊
州
等
是
レ
也
。

淮
西
・
淮
東
凡
ソ
二
十
余
州
也
。
故
ニ
云
二
長
淮
ト一
」
と
解
し
て
い
る
。
同
注
参
照
。

（
３
）
応
庵
十
八
歳
…
…
有
此
枝
遂
去
＝
Ｂ
句
の
注
。「
維
那
」
と
「
桃
花
」
を
め

ぐ
る
故
事
。
応
庵
曇
華
（
一
一
〇
三
〜
六
三
）
は
十
八
歳
の
時
、
虎
丘
山
雲
巌

寺
に
お
い
て
維
那
と
な
っ
た
。
住
持
虎
丘
紹
隆
（
圜
悟
克
勤
の
法
嗣
、

一
〇
七
七
〜
一
一
三
六
）
は
曇
華
を
抜
擢
し
て
首
座
に
為
そ
う
と
し
た
。
し
か

し
、
当
時
虎
丘
会
下
に
は
、
同
門
円
悟
下
の
老
僧
が
居
り
、
曇
華
維
那
は
、
首

座
の
任
に
着
く
に
は
若
す
ぎ
る
と
言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
曇
華
は
、
一
偈
を

作
っ
て
言
う
、
江
の
ほ
と
り
の
青
山
全
く
老
ゆ
る
事
も
な
い
、
こ
の
堂
舎
の
軒

先
に
春
の
訪
れ
は
遅
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
世
間
の
人
は
言
う
、
洞
裏
の
桃
花

は
咲
き
始
め
た
ば
か
り
だ
と
、
ま
だ
現
実
に
は
必
ず
し
も
こ
の
桃
花
が
咲
く
枝

は
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、應
庵
は
虎
丘
の
会
下
を
離
れ
た
、の
意
。『
応
庵
録
』

巻
十
（
続
蔵
一
二
〇･

四
四
九
ｂ
〜
ｃ
）
が
典
拠
と
思
わ
れ
る
が
、
十
八
歳
の
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時
と
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。「
龍
門
文
庫
本
」
も
「
ソ
ノ
時
ニ
、
十
八
テ
維

那
ニ
ナ
サ
レ
タ
ソ
」
と
注
す
る
。

（
４
）
西
子
湖
者
…
…
称
西
子
湖
也
＝
「
西
子
湖
」
の
呼
称
は
、
蘇
東
坡
「
題
杭

州
西
湖
詩
」
が
典
拠
で
あ
る
。『
東
坡
先
生
詩
』
巻
四
に
「
飲
湖
上
初
晴
後
雨

二
首
」（
第
二
首
）
に
「
水
光
瀲
灔
晴
方
好
、
山
色
空
濛
雨
亦
奇
、
欲
把
西
湖

比
西
子
、淡
粧
濃
抹
総
相
宜
」
と
見
え
る
。
ま
た
、こ
の
二
句
は
、『
詩
話
総
亀
』

巻
十
六
、『
古
今
事
文
類
聚
前
集
』
巻
十
七
「
地
理
部　

湖
」
等
に
も
収
載
さ

れ
る
。
そ
の
詩
句
に
よ
れ
ば
、
仮
に
西
湖
を
西
施
に
擬
え
る
な
ら
、
晴
れ
渡
る

鮮
や
か
な
景
色
も
、
雨
に
煙
る
朧
気
な
景
色
も
、
二
つ
な
が
ら
す
ば
ら
し
い
、

の
意
。
い
つ
見
て
も
西
湖
の
景
色
は
美
し
い
、
西
施
が
、
柔
肌
と
見
ま
が
う
薄

化
粧
も
香
粉
に
む
せ
ぶ
厚
化
粧
も
、
何
れ
も
人
の
心
を
惑
わ
す
よ
う
に
、
の
意

か
。

（
５
）
或
抄
云
古
句
…
…
離
人
眼
中
血
＝
注
（
３
）
曇
華
の
偈
頌
に
見
え
る
桃
花

に
関
す
る
注
。『
五
祖
法
演
録
』
巻
二
（
大
正
蔵
四
七
・
六
六
二
ａ
）
に
見
え
る

句
。
御
覧
な
さ
い
、
道
の
辺
に
咲
い
て
い
る
桃
の
花
が
紅
に
染
ま
る
の
は
、
別

れ
を
見
送
る
者
の
血
涙
故
な
の
だ
、
の
意
。
注
（
15
）
参
照
。

（
６
）
維
那
翻
悦
衆
＝
題
注
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
、『
祖
庭
事
苑
』、『
勅
修
百
丈

清
規
』
を
あ
げ
て
、解
釈
し
て
い
る
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
八
「
維
那
」
の
項
目
に
、

「
寄
帰
伝
云
、
華
梵
兼
挙
也
。
維
、
是
綱
維
。
華
言
也
。
那
、
是
略
梵
語
、
𠜂

去
羯
磨
陀
三
字
。
此
云
悦
衆
也
。（
下
略
）」（
続
蔵
一
一
三･

一
一
九
ａ
）
と

あ
る
。

（
７
）
眉
山
草
木
枯
尽
而
二
蘇
誕
矣
＝
注
（
１
）
に
関
連
す
る
注
。
謝
維
新
『
古

今
合
璧
事
類
備
要
後
集
』
巻
十
に
「
眉
山
生
三
蘇
、〈
蘇
洵
生
蘇
軾
・
轍
、
以

文
章
名
。
其
後
二
子
継
之
故
、
時
人
謡
曰
、
丨（眉
山
生
三
蘇
）

丨
丨
丨
丨
、
草
木
尽
皆
枯
。〉」

と
見
え
る
。
蘇
洵
、
蘇
軾
、
蘇
轍
を
三
蘇
と
い
う
。
蘇
洵
を
父
と
し
て
、
蘇
軾
、

蘇
轍
を
輩
出
し
た
お
か
げ
で
、
そ
の
故
郷
の
地
眉
山
は
二
人
に
精
気
が
吸
い
尽

く
さ
れ
、
山
河
草
木
は
全
て
枯
渇
し
た
、
の
意
。
両
足
院
所
蔵
『
黄
氏
口
義
』

巻
二
に
、「
三
蘇
出
テ
眉
山
ノ
草
木
枯
ト
云
ゾ
。
大
才
ナ
者
デ
ア
ル
ホ
ド
ニ
ゾ
」

と
見
え
る
。

（
８
）
晩
春
景
似
晩
…
…
七
零
八
落
也
＝
晩
春
の
情
景
は
、
晩
唐
の
詩
風
に
似
て

い
る
。「
宋
人
梅
詩
」
に
つ
い
て
は
、
典
拠
未
詳
。「
七
零
八
落
」
は
、
散
り
散

り
ば
ら
ば
ら
、
の
意
。『
碧
岩
集
抄
』（
雷
沢
宗
梭
抄
）「「
七
花
八
裂
、
ソ
レ
モ

早
ヤ
七
零
八
落
ヨ
」
と
あ
り
、
完
全
に
落
ち
ぶ
れ
る
の
意
と
す
る
。
Ｄ
句
傍
注

に
「
諸
方
ノ
桃
花
、
七
零
八
落
」
と
あ
り
、
諸
方
の
桃
花
は
、
散
り
散
り
ば
ら

ば
ら
と
咲
い
て
い
る
、
と
注
し
て
い
る
。
或
い
は
、
完
全
に
落
ち
ぶ
れ
て
い
る
、

の
意
か
。

（
９
）
途
中
桃
花
ヲ
ヨ
ク
看
ヨ
也
＝
Ｃ
句
の
注
。
浙
に
入
る
途
中
で
、
杭
州
西
湖

辺
に
咲
く
桃
花
を
よ
く
見
て
み
る
と
い
い
、
の
意
。
注
（
11
）
に
連
関
す
る
。

（
10
）
忽
或
作
忍
字
＝
「
五
山
版
」「
龍
門
文
庫
本
」
は
、
Ｃ
句
を
「
忍
開
西
子
湖

辺
眼
」
に
作
る
。

（
11
）
是
レ
ホ
ト
…
…
托
上
シ
タ
ゾ
＝
「
龍
門
文
庫
本
」、『
襟
帯
集
』
も
同
様
の

解
釈
で
あ
る
。
淮
山
の
草
木
は
枯
れ
は
て
て
、
こ
の
地
に
は
も
は
や
草
木
も
育

つ
ま
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
枝
の
桃
花
が
若
々
し
く
清
新
の
気
を
放
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
人
材
枯
渇
の
地
と
思
わ
れ
た
淮
山
に
も
、
君
が
出
て
き



一
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
仏
法
も
次
代
へ
と
続
く
こ
と
だ
ろ
う
と
、
こ
の
維
那
を

高
く
評
価
し
た
、
の
意
。

（
12
）
応
庵
華
ノ
頌
…
…
沙
汰
ヲ
ス
ル
ソ
＝
応
庵
の
偈
頌
を
典
拠
と
し
て
、「
維
那
」

の
縁
語
と
し
て
「
桃
花
」
を
用
い
て
い
る
い
る
、
の
意
。
注
（
３
）
参
照
。

（
13
）
又
此
維
那
ノ
…
…
テ
在
ツ
タ
ソ
＝
こ
の
維
那
に
対
す
る
最
大
限
の
賛
辞
と

し
て
の
解
釈
。
こ
の
維
那
は
、
淮
山
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
勝
れ
た
精
気
を
吸
い

尽
く
し
て
誕
生
し
た
の
で
、
淮
山
は
草
が
枯
れ
果
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
あ
た
か
も
蜀
の
眉
山
に
蘇
東
坡
が
誕
生
し
た
時
、
山
川
の
精
気
が
東
坡
に
凝

縮
し
た
の
で
、
そ
の
地
の
草
木
が
枯
れ
は
て
た
の
と
同
様
で
あ
る
、
の
意
。『
訓

解
添
足
』
は
、『
東
都
事
略
』
を
典
拠
と
す
る
が
未
詳
。
注
（
７
）
参
照
。

（
14
）
西
子
湖
辺
ヘ
…
…
付
ク
マ
ジ
キ
ゾ
＝
Ｃ
Ｄ
の
注
。
浙
に
赴
く
途
中
、
杭
州

西
湖
辺
り
で
目
を
開
け
ば
、
毒
々
し
い
怪
し
げ
な
花
が
嫌
で
も
多
く
目
に
入
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
毅
然
と
し
て
居
て
ほ
し
い
、
あ
な
た
と
い
う
清
新

の
桃
花
に
は
到
底
及
び
も
つ
か
な
い
の
だ
か
ら
、
の
意
。「
龍
門
文
庫
本
」
に
、

「
コ
ノ
維
那
、
ア
ツ
チ
ノ
西
子
湖
辺
エ
行
テ
開
テレ
眼
ヲ
看ミ
ハ
、
何
処
ニ
モ
比
興
ナ

ル
野
桃
花
カ
、
千
株
モ
万
株
モ
、
似
テレ
血
ニ
キ
タ
ナ
ケ
ナ
ル
花
開
テ
ア
ル
ヘ
シ
。

此
一
枝
ノ
桃
萼
ニ
ハ
、
中
々
不
過
及
也
。
ミ
タ
ウ
モ
ナ
イ
花
ニ
テ
ア
ル
ヘ
キ
ホ

ト
ニ
、
不
レ
可
レ
忍
レ
見
レル
ニ
之
、
ト
云
也
」
と
敷
衍
し
て
説
明
す
る
。
注
（
10
）

参
照
。

（
15
）
又
西
子
湖
辺
…
…
涙
テ
ア
ラ
ウ
ソ
＝
Ｃ
Ｄ
句
の
注
（
14
）
と
は
別
の
解
釈
。

旅
の
途
中
、
西
湖
辺
で
見
て
気
付
い
て
欲
し
い
、
雨
に
煙
り
、
千
株
に
な
ん
な

ん
と
す
る
桃
花
が
紅
く
濡
れ
そ
ぼ
つ
さ
ま
を
、
私
が
君
（
維
那
）
と
の
別
れ
を

惜
し
み
、
血
の
涙
を
流
し
て
い
る
姿
な
の
だ
と
の
意
。

０
１
７
３
温
蒲

【
京
大
本
略
註
】

（
173
）
温ヲ
ン
ホ蒲

蒲（
１
）龕
也
。
一（
２
）本
云
、
温
蒲
庵
。
温＊

ハ
尋
也
。
睦
州
ノ
遺
蹟
ヲ
尋
也
。

Ａ
業
レト
ス
ル

屨＊
ク
ツヲ
人
亡
シ
テ

肉
未
スレ

寒

Ｂ
満
汀
ノ

柔
緑
帯
フ二

春
煙
ヲ一

Ｃ
全
身
入
テレ

草
重
テ

扶
起
ス

Ｄ
門
掩
二

昭
州
一ニ
・
ヲ

二
十
年

睦（
３
）州
織
二

蒲
履
一

養
母
。
注
在
前
。
全（
４
）身
ー＊

ー
此
三
四
句
、
月
庭
自
謂
也
。
蒲
龕
安
禅
、
故
云
、
全
身
入
草
也
。
抄（
５
）云
、
昭
州
者
、
今
潭
州
也
。



一
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

仏（
６
）母
堂
在
、
故
云
、
我
入
草
重
扶
起
睦
州
也
。
按（
７
）、
広
南
西
路
二
十
六
州
内
、
有
昭
州
。
与
桂
州
・
藤
州
・
宜
・
雷
・
梧
・
瓊
等
州
、
為
一
路
。

潭
州
者
、
荊
、
湖
南
路
九
州
内
、
与
衡
州
・
永
州
・
邵
州
・
道
・
彬
等
州
、
為
一
路
。
可
考
。

［
欄
外
注
］

或（
８
）抄
云
、
昭
州
、
月
庭
和
尚
居
処
也
。

［
傍
注
］

Ｂ
是（
９
）睦
州
也
。

Ｃ
我）

10
（

入
草
下
レ

濁
、
再
ヒ
睦
州
扶
起
ス
也
。

【
出
典
】

不
明
。

【
校
異
】

＊
温
ハ
尋
也
睦
州
ノ
遺
蹟
ヲ
尋
也
―
ナ
シ
、
＊
屨
―
履
、
＊
ー
ー
―
入
草
重
扶
起

【
略
註
鈔
】

（
173
）
温
蒲

庵
号
ソ
。
又
蒲
龕
ト
モ
ア
ル
ゾ
。
其
時
ハ
蒲
ヲ
以
テ
マ
ワ
リ
ニ

囲
テ
、
温
ナ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
ソ
。
安
禅
ノ
具
ゾ
。

Ａ
業
レト
ス
ル

履
ヲ

人
ト

亡
シ
テ

肉
未
レ

寒
ラ

業
レト
ス
ル

履
ヲ

人
ト

ハ
睦
州
ゾ
。
蒲
ノ
字
ニ
付
テ
睦
州
ノ
コ
ト
ヲ
云
ゾ
。

睦）
11
（

州
ハ
死
ナ
レ
タ
ト
思
フ
タ
レ
ハ
、
肉
未
レ

寒
ゾ
、
ナ
セ
ナ
レ
ハ
、

Ｂ
満
汀
ノ

柔
緑
帯
フレ

春
煙
ヲ

蒲
ノ
柔
緑
コ
ソ
活
睦
州
ヨ
。
帯
青
煙
ト
云
処
ニ
温
ノ
字
モ
ア
ル

ソ
。

Ｃ
全
身
入
テレ

草
ニ

重
テ

扶
起
ス

全
身
蒲
龕
ノ
内
ニ
居
タ
ホ
ト
ニ
、
入
レ

草
ニ

睦
州
ヲ
扶
起
シ
タ
コ

ト
ソ
。

Ｄ
門
掩
フレ

昭
州
ニ

二
十
年

二）
12
（

十
年
昭
州
ニ
引
籠
ン
テ
、
門
ヲ
掩
テ
居
ル
カ
、
睦
州
ノ
家
風

ノ
扶
起
シ
ヤ
ウ
ソ
。
月
庭
ノ
吾
カ
行
李
ソ
。
注
ニ
昭
州
ハ
今
ノ



一
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

潭
州
チ
ヤ
ト
ア
ル
ハ
、
非
テ
ア
リ
サ
フ
ナ
ソ
。
注
ノ
末
ヲ
能
ク

看
ヨ
。

【
注
（
173
）】

（
１
）
蒲
龕
也
＝
『
禅
林
象
器
箋
』
器
物
門
「
温
蒲
」
に
「
蒲
龕
ま
た
温
蒲
と
言
う
」

と
見
え
、本
詩
『
江
湖
風
月
集
』
０
１
７
３
を
引
く
。
同
じ
く
『
禅
林
象
器
箋
』

器
物
門
「
蒲ふ

ご龕
」
に
は
、『
希
叟
広
録
』
巻
六
・
禅
房
十
事
よ
り
蒲
龕
頌
「
百

帀
千
重
包
褁
、
未
免
黒
山
裏
坐
、
古
今
多
少
生
盲
、
引
得
全
身
入
草
」（
続
蔵

一
二
二
・
一
五
二
ｃ
）
を
引
く
。
こ
れ
ら
は
体
全
体
を
覆
う
被
り
物
の
よ
う
な

形
の
具
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
『
略
註
鈔
』
題
註
の
説
明
だ
と
、
坐
禅
す
る
蒲

団
の
ま
わ
り
に
蒲
を
し
き
つ
め
て
温
め
る
安
禅
の
具
と
考
え
ら
れ
る
。「
竜
門

文
庫
本
」、『
襟
帯
集
』も
同
様
に
注
し
て
い
る
。﹇
０
０
９
５
擁
葉
﹈題
註
に「
又

有
以
蒲
造
龕
坐
其
中
。
皆
是
安
禅
之
処
也
」
と
見
え
る
が
こ
れ
も
同
様
の
も
の

か
。
一
方
『
啓
蒙
抄
』
は
、
そ
の
題
註
に
「
温
蒲
。
蓋
苅
取
緑
蒲
、
日
乾
展
布

龕
室
、
臥
於
其
内
、
受
温
和
之
気
也
」
と
、
ま
た
Ｂ
句
注
に
「
其
蒲
ヲ
刈
取
ツ

テ
、
我
寝
屋
ノ
下
敷
ニ
シ
タ
ル
ガ
、
殊
ノ
外
ニ
温
タ
カ
ナ
ル
ト
也
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
安
禅
の
具
で
は
な
く
寝
具
の
類
か
。
た
だ
し
『
訓
解
添

足
』
は
、
温
蒲
は
注
（
２
）
の
よ
う
に
庵
号
で
あ
る
か
ら
蒲
龕
と
解
す
る
こ
と

を
非
な
り
と
し
て
い
る
。

（
２
）
一
本
云
温
蒲
庵
…
…
遺
蹟
ヲ
尋
也
＝
別
題
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
典

拠
は
未
詳
。
睦
州
は
黄
檗
希
運
の
法
嗣
、
睦
州
道
明
の
こ
と
。
伝
は
『
五
灯
会

元
』
巻
四
「
陳
尊
宿
章
」（
続
蔵
一
三
八
・
七
三
ａ
〜
七
四
ｂ
）
等
に
見
え
る
。

俗
姓
に
因
み
陳
尊
宿
と
呼
ば
れ
る
。
初
め
睦
州
龍
興
寺
に
化
を
振
る
っ
た
が
、

の
ち
寺
を
は
な
れ
蒲
鞋
を
作
っ
て
母
を
養
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
陳
蒲
鞋
と
も
呼

ば
れ
た
。
温
蒲
庵
と
は
、
彼
の
足
跡
を
慕
う
と
い
う
意
の
庵
号
で
あ
り
、
本
詩



一
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

の
主
意
も
そ
こ
に
あ
る
と
注
し
て
い
る
。『
夾
山
抄
』
は
月
庭
の
軒
号
か
と
注

す
る
。
ま
た
『
首
書
』
注
に
よ
れ
ば
、
温
蒲
の
語
は
『
虚
堂
録
』
頌
「
耳
根
無

竅
眼
無
根
、
兀
坐
温
蒲
火
一
団
」（
大
正
蔵
と
続
蔵
の
『
虚
堂
録
』
に
は
見
え

な
い
）
に
依
る
と
い
う
。

（
３
）
睦
州
…
…
注
在
前
＝
Ａ
句
「
業
履
人
」
即
ち
睦
州
が
履
を
製
し
て
母
を
養
っ

た
故
事
は
﹇
０
０
３
２
送
人
省
母
﹈
注
（
10
）、﹇
０
０
７
２
仏
母
堂
﹈
注
（
２
）

（
13
）
等
に
既
出
。

（
４
）
全
身
…
…
全
身
入
草
也
＝
Ｃ
Ｄ
句
は
、
作
者
月
庭
自
身
の
こ
と
を
述
べ
た

と
す
る
注
。
蒲
龕
に
坐
禅
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
身
ぐ
る
み
草
の
中
に
投
ず
る

と
い
う
こ
と
。
入
草
と
は
敢
え
て
低
次
の
中
に
自
ら
を
据
え
る
こ
と
（『
禅
語

辞
典
』「
入
草
」）、
こ
こ
で
は
睦
州
の
蒲
鞋
養
母
の
行
履
を
指
す
。
そ
れ
を
月

庭
は
自
ら
の
行
履
と
し
て
再
び
顕
彰
し
よ
う
と
、
昭
州
の
温
蒲
庵
に
隠
棲
し
て

二
十
年
続
け
て
き
た
と
い
う
意
味
。「
竜
門
文
庫
本
」
に
「
全
身
入
草
垂
手
ノ

方
也
。
打
落
草
談
也
。
陳
睦
州
ノ
遺
風
ヲ
重
テ
扶
起
ス
ル
ソ
」と
見
え
る
。『
略

註
鈔
』
Ｃ
句
の
注
も
こ
れ
に
同
じ
。

（
５
）
抄
云
…
…
今
潭
州
也
＝
Ｄ
句
の
昭
州
を
潭
州
の
こ
と
と
す
る
一
説
。
潭
州

は
月
庭
の
居
所
（﹇
０
１
７
１
侍
者
之
杭
州
﹈
注
（
１
））。『
夾
山
抄
』
に
も
こ

の
説
が
見
え
る
が
、
注
（
７
）
に
示
す
よ
う
に
こ
れ
は
誤
り
。
こ
れ
に
つ
い
て

「
竜
門
文
庫
本
」
は
Ｄ
句
テ
キ
ス
ト
を
「
門
掩
睦
州
ー
ー
」
と
挙
げ
、「
睦
州
ハ

月
庭
ノ
所
居
ヲ
云
也
。
睦
州
ニ
ヒ
ツ
コ
ウ
テ
、門
ヲ
掩
テ
廿
年
ハ
カ
リ
イ
ル
也
」

と
注
し
、か
つ
「
或
本
、睦
州
為
昭
州
」
と
異
本
の
存
在
を
指
摘
し
た
上
で
「
未

知
可
否
、
月
庭
伝
在
続
伝
灯
第
五
、
伝
云
、
潭
州
人
也
」
と
注
し
て
い
る
。
五

山
版
本
文
は
「
昭
州
」
に
作
る
。
お
そ
ら
く
は
『
江
湖
風
月
集
』
諸
本
に
も
、

Ｄ
句
の
解
釈
に
も
混
乱
の
あ
っ
た
も
の
か
。

（
６
）
仏
母
堂
…
…
睦
州
也
＝
睦
州
養
母
の
故
事
に
由
来
す
る
仏
母
堂
が
こ
こ
（
昭

州
）
に
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
の
地
で
睦
州
の
行
履
を
扶
起
し
よ
う
と
い
う
意
と
注

す
る
も
の
。
た
だ
し
睦
州
ゆ
か
り
の
仏
母
堂
に
つ
い
て
は
典
拠
未
詳

（﹇
０
０
７
２
仏
母
堂
﹈
注
（
２
））。『
夾
山
抄
』
は
「
旧
註
云
」
と
し
て
こ
れ

を
引
き
、「
言
、
我
入
草
扶
起
睦
州
之
意
也
。
然
則
門
掩
昭
州
二
十
年
者
、
指

睦
州
在
寂
場
中
、
未
赴
再
来
度
生
之
謂
也
」
と
睦
州
は
寂
後
二
十
年
た
っ
て
も

再
来
し
て
い
な
い
、
と
注
す
る
が
、
続
い
て
江
西
龍
派
の
評
を
挙
げ
、「
続
云
、

不
可
取
也
。
睦
州
入
滅
而
、
忠
月
庭
時
年
代
深
遠
也
。
何
言
二
十
年
哉
」
と
、

睦
州
と
月
庭
と
の
時
代
の
開
き
が
大
き
い
こ
と
か
ら
こ
れ
は
取
る
べ
き
で
は
な

い
と
却
け
て
い
る
。

（
７
）
按
広
南
西
路
…
…
可
考
＝
諸
抄
で
解
釈
の
分
か
れ
る
昭
州
と
潭
州
の
理
解

に
つ
い
て
、
地
誌
に
よ
り
そ
の
違
い
を
明
確
に
す
る
も
の
。
昭
州
は
広
南
西
路

二
十
六
州
（
正
し
く
は
二
十
五
州
）
の
一
つ
で
あ
り
、
潭
州
は
古
代
に
お
い
て

荊
州
と
い
わ
れ
た
湖
南
路
九
州
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
略
註
鈔
』
Ｄ

句
注
に
「
注
ノ
末
ヲ
能
ク
看
ヨ
」
と
い
う
の
も
こ
の
違
い
を
わ
き
ま
え
よ
と
い

う
意
。『
方
輿
勝
覧
』
巻
三
十
八
〜
四
十
等
の
記
述
に
も
と
づ
く
か
。『
首
書
』

注
に
、「
勝
覧
、
広
西
路
共
二
十
五
州
内
、
有
昭
州
。
湖
南
路
共
九
州
内
、
有

潭
州
」
と
見
え
る
。

（
８
）
或
抄
云
…
…
居
処
也
＝
昭
州
は
月
庭
の
作
詩
時
点
で
の
住
所
と
す
る
説
。

伝
に
依
れ
ば
月
庭
は
潭
州
人
と
見
え
る
が
（﹇
０
１
７
１
侍
者
之
杭
州
﹈
注



一
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

（
１
））、『
略
註
鈔
』
Ｄ
句
の
注
に
見
え
る
よ
う
に
昭
州
は
月
庭
引
退
の
地
と
見

る
も
の
（
注
（
12
））。

（
９
）
是
睦
州
也
＝
Ｂ
句
の
情
景
を
睦
州
の
行
履
ま
た
は
家
風
で
あ
る
と
注
す
る

も
の
。
蒲
鞋
の
材
料
と
な
る
緑
蒲
が
春
煙
に
広
が
る
様
子
を
睦
州
の
真
面
目
と

捉
え
る
モ
チ
ー
フ
は
、
す
で
に
挙
げ
た
﹇
０
０
７
２
仏
母
堂
﹈
に
見
え
る
。
す

な
わ
ち
そ
の
詩
の
Ｃ
句
「
緑
蒲
鬣
々
春
風
裡
」
に
つ
い
て
、諸
抄
は
「
緑
蒲
者
、

活
草
鞋
」、「
或
抄
云
、
緑
蒲
鬣
々
者
、
便
是
睦
州
真
面
目
」
等
と
注
し
て
い
る

（﹇
０
０
７
２
仏
母
堂
﹈
注
（
13
）（
14
））。
ま
た
『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
四
所
収

の
道
潜
作
「
臨
平
道
中
」
に
「
風
蒲
獵
獵
弄
軽
柔
、
欲
立
蜻
蜓
不
自
由
、
五
月

臨
平
山
下
路
、
藕
花
無
数
満
汀
洲
」（
続
蔵
一
一
四
・
七
六
Ｃ
）
と
見
え
、
こ
の

詩
は
必
ず
し
も
睦
州
に
関
連
し
な
い
が
、
Ｂ
句
が
こ
の
詩
語
を
踏
ま
え
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
道
潜
詩
に
つ
い
て
は
（﹇
０
０
７
２
仏
母
堂
﹈

注
（
９
））
も
参
照
。

（
10
）
或
入
草
…
…
扶
起
ス
也
＝
あ
え
て
泥
に
ま
み
れ
る
、
と
い
う
入
草
の
意
味

を
説
明
し
た
も
の
。
注
（
４
）
参
照
。

（
11
）
睦
州
ハ
…
…
モ
ア
ル
ソ
＝
睦
州
は
す
で
に
死
去
し
た
が
、
そ
の
面
目
は
今

な
お
眼
前
の
緑
蒲
の
情
景
に
息
づ
い
て
い
る
と
す
る
。「
竜
門
文
庫
本
」、『
襟

帯
集
』
も
同
様
に
注
す
る
。
注
（
９
）
参
照
。
ま
た
詩
題
の
温
字
の
意
を
「
帯

青
（
春
）
煙
」
の
語
に
あ
り
と
注
す
る
。

（
12
）
二
十
年
…
…
行
李
ソ
＝
月
庭
が
隠
棲
の
地
に
お
い
て
睦
州
の
家
風
を
顕
彰

し
よ
う
と
す
る
も
の
と
解
す
る
注
。『
夾
山
抄
』
頭
注
に
「
我
今
昭
州
ノ
温
蒲

庵
ニ
引
籠
リ
、
二
十
年
門
ヲ
掩
テ
、
聖
胎
長
養
シ
テ
居
ル
ガ
、
睦
州
ノ
禅
ヲ
扶

起
シ
タ
者
ヨ
ト
也
」
と
見
え
る
。
な
お
「
門
掩
」
の
語
は
、『
禅
林
僧
宝
伝
』

巻
二
「
雲
門
文
偃
章
」
の
、
雲
門
が
睦
州
を
尋
ね
る
場
面
、
す
な
わ
ち
「
初
至

睦
州
。
聞
有
老
宿
飽
参
、
古
寺
掩
門
、
織
蒲
屨
養
母
。
往
謁
之
」（
続
蔵

一
三
七
・
二
二
四
ｂ
）
の
記
述
を
踏
ま
え
る
か
。

０
１
７
４
天
童
知
客

【
京
大
本
略
註
】   

（
174
）
天
童
ノ

知
客  

Ａ
月
団
秋
碾
ル

鄞チ
ン
江
ノ

璧　
　

Ｂ
蟹カ
イ
カ
ン眼
松
翻
ス

万
樹
ノ

濤   

Ｃ
苦
口
ニ

為
二ニ
ス

他
ノ

門
外ゲ
ノ

客
ノ一　

Ｄ
可
シレ

無
ル二

半
箇
モ

歯
ニ

生
一
レ

毛
ヲ　

抄（
１
）曰＊

、
天
子
之
茶
、
謂
二

之
竜
団
一

、
諸
侯
之
茶
、
謂
二

之
月
団
一

。
鄞（
２
）江
ハ

在
二

明
州
天
童
山
前
一

、
鄞
江
ハ

不
二

必
茶
道
地
一

。
天
童
知
客
ノ

故
二

云
尓
。



一
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

以（
３
）茶
比
二

蒼
璧
一

、
以
レ

月
団
一

比
二

江
月
一

也
。
谷（
４
）詩
、
矞＊

雲
新
碾
蒼
竜
璧
。
蟹（
５
）眼
者
湯
也
。
坡
詩
、
蟹
眼
已
過
魚
眼
生
ス

。
松（
６
）濤
者
、
煎
ルレ

茶
之

声
也
。
天
童
ニ

有
二

万
松
関
二
十
里
松
一

。
一（
７
）二
句
ハ

、
錯
綜
ノ

句
法
也
。
両（
８
）重
ノ

譬
喩
也
。
苦（
９
）口
者
、
丁
寧
之
意
也
。
而
モ

亦
因
茶
云
苦
口
也
。
謂

開
苦
口
接
方
来
也
。
歯）

10
（

生
毛
者
、
板
歯
生
毛
。
方
語
言
、
説＊

不
説＊

。
或）

11
（

云
、
不
思
議
奇
異
之
貌
。
謂
、
未
曾
接
二

得
不
思
議
奇
特
衲＊

僧
一

也
。

趙）
12
（

州
因
僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
州
云
、
板
歯
生
レ

毛
。
謂
若
是
奇
特
衲
僧
ナ
ラ
ハ

、
未
三

曾
接
二

得
一
箇
半
箇
一

也
。

［
欄
外
注
］                   

坡
詩
十
一
、
試
院
煎
茶
云
、
蟹
眼
已
過
魚
眼
生
。
注）

13
（

茶
経
云
、
凡
候
湯
有
三
沸
、
如
魚
微
有
声
為
一
沸
、
回
向
如
湧
泉
連
珠
為
第
二
沸
、
騰

波
鼓
浪
為
三
沸
、
則
湯
老
。

［
傍
注
］

題　

知
ー
ハ
接
賓
客
点
茶
故
。

Ａ
鄞
江
秋
ー
ー
璧
。

Ａ
「
鄞
江
」
ー
ー
ハ
茶
ノ
道
地
。

Ｂ
万
樹
松
翻
ー
ー
濤
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】 

＊
曰
―
云　

＊
矞
―
密　

＊
説
―
詭　

＊
説
―
得　

＊
衲
僧
―
之
衲
僧

【
略
註
鈔
】

（
174
）
天
童
知
客 

客
ヲ
接
シ
茶
ヲ
点
ス
ル
者
ノ
ナ
リ
。

Ａ
月
団
秋
碾キ
シ
ル

鄞キ
ン
江
ノ

璧キ

月
団
ハ
、茶
ノ
異
名
也
。
鄞
江
ハ
、天
童
山
ノ
前
ニ
ア
ル
処
ナ
リ
。

秋
月
ノ
鄞
江
ニ
移
テ
璧
ノ
ヤ
ウ
ナ
カ
、
其
儘
月
団
茶
ゾ
。
碾
ル



一
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

ト
云
ハ
茶
ヲ
引
タ
コ
ト
ゾ
。

Ｂ
蟹
眼
松
翻
ル

万
樹
ノ

濤　

蟹
眼
ハ
、
湯
ノ
コ
ト
ソ
。
湯
ノ
好
フ
タ
ギ
ツ
タ
ハ
、
蟹
ノ
眼
ノ

ヤ
ウ
ニ
ブ
ツ
〳
〵
ト
ア
ガ
ル
物
ソ
。
松
風
ノ
翻
テ
濤
ノ
ヤ
ウ
ナ

ガ
、
蟹
眼
ノ
如
ク
ナ
湯
ノ
湧
ク
声
ヘ
ゾ
。
両
重
ノ
譬
喩
ゾ
。
鄞

江
秋
碾
ル

月
団
ノ
璧
、
万
樹
松
翻
蟹
眼
ノ
濤
ト
云
ベ
ケ
レ
ト
モ
、

倒
句
ノ
法
デ
作
ル
ソ
。
又
錯
綜
ノ
法
ト
云
テ
、
機
ヲ
織
ル
ヤ
ウ

ニ
上
ヲ
下
タ
ヘ
、
下
ヲ
上
ヘ
置
テ
ス
ル
ソ
。     

Ｃ
苦
口
為メ
二ニ
ス

他
ノ

門
外
客
ノ一　

苦
口
ハ
、懇
ニ
物
ヲ
云
テ
聞
ス
ル
ヲ
云
ソ
。
又
茶
ニ
付
テ
云
ナ
リ
。

此
知
客
ハ
、
苦
口
ヲ
以
テ
他
ノ
門
外
ノ
客
ヲ
接
得
シ
タ
ゾ
。

Ｄ
可
シレ

無
二カ
ル

半
箇
モ

歯
ニ

生
ル一

レ

毛
ヲ　

板）
14
（

歯
生
レ

毛
ハ
、
奇
異
ノ
貌
也
。
未
タ
一
箇
デ
モ
、
不
思
議
奇
特

ノ
衲
僧
ヲ
ハ
接
得
セ
ヌ
ナ
リ
。
又）

15
（

説
不
得
ト
云
方
語
ノ
ト
キ
ハ
、

苦
口
ヲ
以
テ
門
外
ノ
客
ヲ
接
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
説
不
得
ノ
道
理
ハ

無
イ
ソ
。
好
フ
説
得
シ
タ
ソ
、
ト
ナ
リ
。
又）

16
（

歯
ニ
毛
ヲ
生
シ
タ

ト
云
ハ
、
口
中
ノ
ム
サ
〳
〵
ト
シ
タ
ヲ
云
ナ
リ
。
此
好
イ
茶
ヲ

呑
タ
ラ
ハ
、
口
裏
ガ
ム
サ
〳
〵
ト
ハ
セ
マ
イ
。
サ
ツ
ハ
ト
シ
ヤ

ウ
ソ
ト
也
。

【
注
（
174
）】

（
１
）
抄
云
天
子
之
茶
…
…
謂
之
月
団
＝
茶
を
練
り
固
め
餅
状
に
し
た
も
の
を
団

茶
と
い
い
、
中
で
も
竜
の
紋
が
あ
る
竜
団
は
最
高
級
の
茶
と
し
て
天
子
へ
の
献

上
に
用
い
ら
れ
た
。
張
舜
民 『
画
墁
録
』
巻
一
に
「
先
丁
晋
公
為
福
建
転
運
使
、

始
製
為
鳳
団
、
後
又
為
竜
団
。
貢
不
過
四
十
餅
、
専
擬
上
供
、
雖
近
臣
之
家
、

徒
聞
之
而
未
嘗
見
也
」と
あ
る
。
月
団
も
団
茶
の
一
種
で
高
級
な
茶
で
あ
る
が
、

「
諸
侯
之
茶
」
と
す
る
の
は
何
に
拠
る
か
未
詳
。
月
団
の
用
例
と
し
て
は
、
盧

仝
「
走
筆
謝
孟
諫
議
寄
新
茶
」
詩
に
「
日
高
丈
五
睡
正
濃
、軍
将
扣
門
驚
周
公
。

口
伝
諫
議
送
書
信
、
白
絹
斜
封
三
道
印
。
開
緘
宛
見
諫
議
面
、
首
閲
月
団
三
百

片
。
聞
道
新
年
入
山
里
、
蟄
虫
驚
動
春
風
起
」
と
あ
る
。

（
２
）
鄞
江
…
…
云
尓
＝
『
方
輿
勝
覧
』
巻
七
（
浙
東
路
慶
元
府
）
に
「
天
童
山

　

在
鄞
県
東
六
十
里
、
有
寺
」「
鄞
江　

亦
曰
鄞
水
」
と
あ
る
。
必
ず
し
も
茶

の
産
地
で
は
な
い
が
、
天
童
山
で
客
人
を
も
て
な
す
役
で
あ
る
知
客
を
詠
ん
だ

頌
な
の
で
茶
を
持
ち
出
し
た
の
だ
、
の
意
。
天
童
山
は
太
白
山
と
も
言
い
、

０
０
５
９
「
人
参
太
白
」
で
既
出
。

（
３
）
以
茶
…
…
江
月
也
＝
茶
を
蒼
璧
に
、
茶
を
練
り
固
め
て
丸
く
し
た
月
団
を

江
に
映
る
月
に
喩
え
た
の
で
あ
る
、
の
意
。                                      

（
４
）
谷
詩
矞
雲
新
碾
蒼
竜
璧
＝
茶
を
蒼
璧
に
喩
え
た
例
を
示
し
た
も
の
だ
が
、

こ
の
形
で
黄
庭
堅
の
詩
に
あ
る
か
未
詳
。「
謝
公
択
舅
分
賜
茶
」
詩
（『
山
谷
内

集
詩
注
』
巻
三
）
に
「
外
家
新
賜
蒼
竜
璧
」
と
あ
る
。『
帳
中
香
』
巻
三
は
こ

の
詩
に
注
を
施
し
て
い
る
が
、「
矞
雲
新
碾
蒼
竜
璧
」
は
見
え
な
い
。

（
５
）
蟹
眼
者
…
…
蟹
眼
已
過
魚
眼
生
＝
蟹
眼
は
湯
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
上
で



一
七

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

そ
の
用
例
と
し
て
蘇
軾
の
「
試
院
煎
茶
」
詩
（『
東
坡
先
生
詩
集
』
巻
十
一
）

の
「
蟹
眼
已
過
魚
眼
生
」
を
示
す
。

（
６
）
松
濤
者
…
…
二
十
里
松
＝
『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
、
宏
智
覚
禅
師
章
の
賛

に
「
二
十
里
松
濤
翻
霽
月
」（
続
蔵
一
三
五
・
四
八
四
ａ
）
と
あ
る
。

（
７
）
一
二
句
錯
綜
句
法
也
＝
『
略
註
鈔
』
で
は
「
錯
綜
句
法
」
を
「
機
ヲ
織
ル

ヤ
ウ
ニ
上
ヲ
下
タ
ヘ
、
下
ヲ
上
ヘ
置
テ
ス
ル
ソ
」
と
説
明
す
る
。「
鄞
江
秋
碾

月
団
璧
、万
樹
松
翻
蟹
眼
濤
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
語
順
を
入
れ
替
え
て
い
る
。

Ｂ
句
の
傍
注
も
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
８
）
両
重
譬
喩
也
＝
『
略
註
鈔
』
で
は
、
湯
の
た
ぎ
る
さ
ま
を
蟹
の
眼
と
松
の

翻
る
さ
ま
の
二
重
に
喩
え
て
い
る
、
と
す
る
。

（
９
）
苦
口
者
…
…
方
来
也
。
＝
Ｃ
句
の
注
。
苦
口
は
口
を
す
っ
ぱ
く
す
る
ほ
ど

丁
寧
に
、
の
意
で
、
茶
か
ら
の
連
想
で
こ
の
語
を
用
い
た
。
知
客
は
門
外
の
客

に
こ
の
よ
う
に
接
し
た
、
の
意
。『
略
註
鈔
』
も
同
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

（
10
）
歯
生
毛
者
…
…
説
不
説
＝
「
説
不
説
」（
寛
永
版
本
で
は
「
詭
不
得
」）
は
『
略

註
鈔
』
で
は
「
説
不
得
」
と
す
る
の
に
従
う
。『
首
書
』
に
は
「
方
語
、
説
不

得
也
、
本
分
理
也
」
と
あ
る
。
Ｄ
句
の
「
歯
に
毛
を
生
ず
」
は
「
板
歯
生
毛
」

と
同
じ
で
、方
語
で
は
「
言
葉
で
は
表
せ
な
い
本
分
の
理
」
と
す
る
、の
意
。『
略

註
鈔
』
Ｄ
句
の
注
で
は
「
歯
に
毛
を
生
ず
」
を
こ
の
よ
う
に
と
っ
た
場
合
の
解

釈
を
二
番
目
に
示
す
。

（
11
）
或
云
…
…
衲
僧
也
＝
Ｄ
句
の
「
歯
に
毛
を
生
ず
」
の
別
の
解
釈
。「
不
思
議

奇
異
」の
さ
ま
の
こ
と
。
未
だ
そ
の
よ
う
な
奇
特
な
僧
に
接
し
た
こ
と
の
な
い
、

と
い
う
意
。『
略
註
鈔
』
で
は
、
こ
ち
ら
の
解
釈
を
先
に
示
す
。

（
12
）
趙
州
…
…
板
歯
生
毛
＝
「
接
し
た
こ
と
の
な
い
奇
特
な
僧
」
の
例
を
示
し

た
注
。
趙
州
が
祖
師
西
来
の
意
を
問
わ
れ
、「
板
歯
生
毛
」
と
答
え
た
の
は
、『
禅

林
類
聚
』
巻
四
に
「
趙
州
、僧
問
、如
何
是
祖
師
西
来
意
。
師
云
、板
歯
生
毛
。」

（
続
蔵
一
一
七
・
二
三
ｄ
）
と
見
え
る
。「
謂
若
」
以
下
は
注
（
11
）
の
内
容
の

繰
り
返
し
。

（
13
）
注
茶
経
云
…
…
則
湯
老
＝
注
（
５
）
で
引
い
た
「
蟹
眼
已
過
魚
眼
生
」
の

句
に
付
い
て
い
る
注
。「
茶
経
云
、
凡
候
湯
有
三
沸
、
如
魚
微
有
声
為
一
沸
、

四
向
如
湧
泉
連
珠
為
第
二
沸
、
騰
波
鼓
浪
為
三
沸
、
則
湯
老
」
と
あ
り
、
一
字

異
同
が
あ
る
。

（
14
）
板
歯
生
レ
毛
ハ
…
…
接
得
セ
ヌ
ナ
リ
＝
Ｄ
句
「
歯
に
毛
を
生
ず
」
の
一
つ
目

の
解
釈
で
、
注
（
11
）
と
同
じ
方
向
。「
歯
に
毛
を
生
ず
」
は
奇
異
な
風
貌
の

こ
と
。
未
だ
そ
の
よ
う
な
奇
異
な
風
貌
の
修
行
僧
と
は
誰
も
応
接
し
た
こ
と
が

な
い
、
の
意
と
す
る
。

（
15
）
又
説
不
得
ト
云
…
…
好
フ
説
得
シ
タ
ソ
ト
ナ
リ
＝
「
歯
に
毛
を
生
ず
」
の

二
つ
目
の
解
釈
で
、
注
（
10
）
と
重
な
る
。
方
語
の
よ
う
に
「
言
葉
で
は
表
せ

な
い
本
分
の
理
」
と
と
る
な
ら
、
口
が
す
っ
ぱ
く
な
る
ほ
ど
丁
寧
に
門
外
の
客

に
接
し
た
の
だ
か
ら
、「
言
葉
で
は
表
せ
な
い
」
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。

よ
く
接
し
た
知
客
を
称
賛
し
た
言
葉
で
あ
る
、
の
意
。

（
16
）
又
歯
ニ
毛
ヲ
…
…
サ
ツ
ハ
ト
シ
ヤ
ウ
ソ
ト
也
＝
「
歯
に
毛
を
生
ず
」
の
三

つ
目
の
解
釈
で
、
字
面
ど
お
り
の
表
の
意
味
。
口
の
中
が
む
さ
む
さ
し
た
さ
ま

を
い
う
。
よ
い
茶
を
飲
め
ば
む
さ
む
さ
と
は
せ
ず
、
さ
っ
ぱ
り
す
る
だ
ろ
う
の

意
、
と
す
る
。



一
八

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

０
１
７
５
百
雁
図

【
京
大
本
略
註
】

（
175
）
百
雁
ノ

図

Ａ
蕭
タ々
ル

芦
葦
乱ミ
タ
ル二

斜シ
ヤ

暉キ
ニ一

Ｂ
倦ケ
ン
ヨ
ク翼
沙
頭
ニ

斂ヲ
サ

レム
ル

影カ
ケ
ノ

時

Ｃ
百
念
是
レ

如
シ二

秋
水
ノ

冷
ヒ
ヤ
〳
〵

カ一

Ｄ
不
レ

知
何
ノ

処
カ

稲
粱
肥
タ
ル

画＊（
１
）雁
、
故
云
。
抄＊（
２
）云
、
不
動
情
波
識
浪
也
。
不（
３
）是
斂＊

影
者
、
収
翼
之
謂
也
。
百（
４
）念
者
、
百
雁
之
念
如
秋
水
静
。
杜（
５
）詩
、
君
看
随
陽
雁
、
各
有

稲
粱
謀
。

［
欄
外
注
］

白（
６
）玉
蟾
孤
雁
詩
云
、
孤
雁
声
嚘
々
、
憂
如
司
馬
牛
。

［
傍
注
］

Ａ
得（
７
）処
得
処
。

Ｃ
百（
８
）不
知
百
不
会
時
節
。

【
出
典
】

不
明
。『
貞
和
集
』
巻
九
・
図
画
に
収
め
る
。

【
校
異
】

＊
画
雁
故
云
―
ナ
シ
、
＊
抄
云
不
動
情
波
識
浪
也
―
（
末
尾
に
あ
り
）、
斂
影
―
収
影



一
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
略
註
鈔
】

（
175
）
百
雁
図

雁（
９
）ハ
百
迄
テ
ハ
ア
ル
マ
イ
ケ
レ
ト
モ
、
多
イ
ホ
ト
ニ
云
歟
。

Ａ
蕭
タ々
ル

芦
葦
乱ミ
タ
レ

斜
暉

蕭
々
芦
葦
ハ
、
雁
ノ
処
ヲ
得
タ
ヲ
云
。
乱
レ

斜
暉
ニ

ト
ハ
、
時
ヲ

得
タ
ヲ
云
ナ
リ
。

Ｂ
倦
翼
沙
頭
斂
レム
ル

影
ヲ

時
キ

飛
ビ
ク
タ
ビ
レ
タ
ホ
ト
ニ
、
沙
頭
ニ
羽
ヲ
ヤ
ス
メ
タ
ソ
。
飛
ヘ

ハ
影
ケ
ガ
ア
ル
ガ
、
ヤ
ス
ン
タ
ホ
ト
ニ
斂
レ

影
タ
コ
ト
ソ
。

Ｃ
百
念
是
レ

如
シレ

秋
水
ノ

冷
一キ
カ

百
雁
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
百
念
ト
云
ゾ
。
此
ノ

雁
ト
モ
ノ
念
ハ
、
秋
水
ノ

冷
キ
ガ
如
ク
ゾ
。
気
冷
ナ
ゾ
。
念
慮
ノ
念
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ソ
。

Ｄ
不
レ

知
ラ

何
ノ

処
カ

稲
粱
肥
タ
ル

雁）
10
（

ハ
稲
粱
ヲ
食
ス
ル
物
ヂ
ヤ
。
是
ハ
ヨ
ソ
ノ
稲
粱
ノ
肥
ヘ
タ
ヲ

モ
知
ラ
ヌ
ソ
。
画
タ
雁
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
ソ
。
底）

11
（

意
ハ
、一
二
ノ
句
ハ
、

撥
草
参
玄
シ
テ
帰
家
穏
座
ノ
処
ヲ
得
ル
ヲ
云
ナ
リ
。
三
四
ハ
、

無
念
ノ
念
、
不
知
ノ
知
ニ
落
着
タ
底
也
。

【
注
（
175
）】

（
１
）
画
雁
故
云
＝
寛
永
本
に
な
い
。
こ
れ
だ
け
だ
と
意
味
不
明
だ
が
、「
竜
門
文

庫
本
」
に
「
画
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
無
心
無
念
ナ
ト
作
ル
歟
」
と
あ
る
の
が
本
来
の
形

と
す
れ
ば
、
無
心
無
念
で
あ
る
、
と
い
っ
た
説
明
部
分
が
脱
落
し
た
か
。

（
２
）
抄
云
…
…
識
浪
也
＝
Ｃ
句
の
「
秋
水
冷
」
の
情
景
描
写
を
、
雁
た
ち
の
心

象
の
比
喩
と
し
て
捉
え
、
煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
と
す
る
。『
訓

解
添
足
』
も
わ
ざ
わ
ざ
「
三
句
之
註
也
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
置
か
れ

て
い
る
の
は
不
自
然
。
注
（
４
）
の
一
文
の
後
に
あ
る
べ
き
か
。

（
３
）
不
是
…
…
之
謂
也
＝
Ｂ
句
の
注
。
影
が
動
か
な
い
の
は
、
翼
を
畳
ん
で
飛

ぶ
こ
と
を
止
め
た
と
い
う
意
味
だ
、
と
す
る
も
の
。『
略
註
鈔
』
Ｂ
句
の
説
明

も
同
じ
。
冒
頭
の
「
不
是
」
は
衍
字
か
。

（
４
）
百
念
…
…
秋
水
静
＝
Ｃ
句
の
解
釈
。
百
念
と
は
百
雁
の
念
の
こ
と
で
、
そ

れ
が
す
べ
て
秋
の
水
の
よ
う
に
静
か
だ
（
動
か
な
い
）、
の
意
。『
略
註
鈔
』
Ｃ

句
の
説
明
も
同
じ
だ
が
、「
念
慮
ノ
念
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ソ
」
と
の
説
明
を
加
え
て

い
る
の
は
、
修
行
工
夫
に
通
じ
る
意
味
の
念
で
は
な
く
、
煩
悩
一
般
を
指
す
念

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
か
。

（
５
）
杜
詩
…
…
稲
粱
謀
＝
『
杜
工
部
集
』
巻
一
「
同
諸
公
登
慈
恩
寺
塔
」
の
末

尾
二
句
。
長
安
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
か
ら
の
眺
め
を
詠
む
。
秋
に
な
っ
て
餌
を
求

め
て
南
下
す
る
雁
の
群
れ
に
、
名
利
を
求
め
て
右
往
左
往
す
る
俗
人
た
ち
の
姿

を
投
影
し
た
も
の
。
一
山
一
寧
賛
平
沙
落
雁
図
（『
禅
林
画
賛
』
所
収
）
に
「
紫

塞
寒
応
早
、
南
来
傍
素
秋
、
飛
々
沙
渚
上
、
豈
止
稲
粱
謀
」
と
あ
る
の
も
、
こ

の
杜
甫
詩
を
典
拠
と
し
て
、
意
味
を
変
化
さ
せ
て
用
い
る
と
こ
ろ
が
共
通
し
て



二
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

い
る
。
注
（
10
）
参
照
。

（
６
）
白
玉
蟾
…
…
司
馬
牛
＝
白
玉
蟾
「
孤
雁
嘆
」
の
第
一
・
二
句
。
明
正
統
七
年

（
一
四
四
二
）
序
刊
『
海
瓊
玉
蟾
先
生
文
集
』
巻
三
・
古
詩
に
収
め
る
。
あ
る

い
は
何
ら
か
の
総
集
・
類
書
を
経
由
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
未
詳
。
司
馬

牛
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
で
「
人
皆
有
兄
弟
、
我
独
亡
」
と
嘆
い
た
人
物
。

（
７
）
得
処
得
処
＝
よ
い
落
ち
着
き
場
所
を
得
た
。『
略
註
鈔
』
Ａ
句
の
注
で
は
、

前
半
を
「
処
ヲ
得
タ
」、
後
半
を
「
時
ヲ
得
タ
」
を
言
う
、
と
し
て
お
り
、
あ

る
い
は
こ
の
傍
注
も
正
し
く
は
「
得
処
得
時
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
８
）
百
不
知
百
不
会
時
節
＝
『
禅
語
辞
典
』
で
は
「
と
ん
と
も
の
を
知
ら
な
い
。

西
も
東
も
皆
目
分
か
ら
な
い
。
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
愚
か
な
さ
ま
」
と
説

明
す
る
が
、
例
え
ば
『
大
恵
語
録
』
巻
十
四
・
普
説
「
不
起
纖
毫
修
学
心
、
百

不
知
百
不
会
、
不
涉
思
惟
不
入
理
路
、
直
是
安
楽
」（
大
正
蔵
四
七
・
八
六
九
ａ
）

や
『
古
林
語
録
』
巻
二
・
永
福
寺
語
録
上
堂
「
衲
僧
家
、
百
不
知
百
不
会
、
便

是
箇
無
事
人
」（
続
蔵
一
二
三
・
二
二
二
ａ
）
と
い
っ
た
例
を
見
る
と
、
修
行
の

段
階
を
越
え
、
一
段
高
い
境
地
に
あ
る
こ
と
を
指
す
語
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
こ
こ
も
無
心
無
情
の
雁
に
そ
れ
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
夾

山
鈔
』
頭
注
も
Ｃ
Ｄ
句
の
句
中
は
「
衲
僧
百
不
知
百
不
会
ノ
境
界
、
月
庭
自
ラ

比
シ
テ
讃
ゼ
ラ
レ
タ
也
」
と
す
る
。

（
９
）
雁
ハ
百
…
…
云
歟
＝
百
雁
図
の
百
は
多
い
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
実
数
で

は
な
い
、
の
意
。「
竜
門
文
庫
本
」
も
「
必
ス
シ
モ
雁
カ
百
ハ
ナ
ク
ト
モ
、
多

ク
ハ
、
百
雁
ト
云
ヘ
シ
」
と
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
。

（
10
）
雁
ハ
稲
粱
…
…
ホ
ト
ニ
ソ
＝
注
（
１
）
に
引
い
た
「
竜
門
文
庫
本
」
の
注

だ
と
、
描
か
れ
た
雁
だ
か
ら
無
心
無
念
だ
、
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
描
か
れ
た

雁
だ
か
ら
こ
の
一
カ
所
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
ず
、
他
の
餌
場
を
知
ら
な
い
、
と

す
る
。『
訓
解
添
足
』も
後
者
。
表
面
上
の
解
釈
と
し
て
は
こ
の
ほ
う
が
よ
い
か
。

（
11
）
底
意
ハ
…
…
底
也
＝
作
者
の
真
意
を
述
べ
る
。
Ａ
Ｂ
句
は
、
修
行
を
重
ね

て
よ
う
や
く
帰
る
べ
き
場
所
を
見
つ
け
た
様
子
、
Ｃ
Ｄ
句
は
そ
こ
で
も
は
や
何

も
考
え
ず
何
も
知
ら
な
い
ま
で
の
境
地
に
達
し
た
様
子
を
表
す
、
と
す
る
。
こ

れ
と
大
き
く
異
な
る
解
釈
と
し
て
は
、『
夾
山
鈔
』
に
、
０
１
６
５
〜
７
寄
石

林
と
同
様
元
代
の
乱
世
に
お
い
て
権
勢
に
へ
つ
ら
わ
ず
身
を
守
る
様
、
と
と
る

も
の
が
あ
る
。

０
１
７
６
人
之
江
西

【
京
大
本
略
註
】

（
176
）
人
之
二

江
西
ニ一

Ａ
石
頭
ノ

風
雨
半
ハ

凄
涼

Ｂ
李
太
軽
シ
ク

曾
テ

喚
フ二

帝
王
ト一



二
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

Ｃ
行
脚
踏
穿
スセ
ヨ

無
耳ニ
ノ

履ツ

Ｄ
未
レ

応
二カ
ラ

容
易
ニ

掛
ク二

龍
床
ニ一

石（
１
）頭
城
者
、
江
南
也
。
凄
涼
者
、
荒
寒
也
。
言
、
江
南
叢
林
皆
荒
廃
也
。
李（
２
）

曻
（
昪
カ
）、
拠
江
南
、
号
南
唐
、
是
僣
偽
之
称
。〈
南
唐
僣
為
十
国
之

一
也
。〉
故
云
、
軽
喚
帝
王
也
。
無（

３
）耳
履
者
、
飽
参
底
人
所
着
之
履
也
。
耳
者
、
履
ノ

飾
也
。
双
鞋
各
有
八
角
耳
也
。
已
行
脚
踏
穿
、
故
云
無

耳
也
。
謂
、
此
僧
往
江
西
、
必
須
興
二

叢
林
之
荒
廃
。
未
可
堕
二

木
平
旧
途
轍
一

云
尒
。
抄（
４
）曰＊

、
木
平
和
尚
為
李
氏
所
レ

重
。
有
時
辞
去
、
掛
二

履

於
龍
床
一

。
擬
二

俗
ノ

掛
一
レ

冠
也
。
陶
弘
景
、
掛
冠
於
神
武
門
。
此
句
翻
二

転
故
事
一

。
不（
５
）可

レ

如
二

木
平
掛
二

履
於
龍
床
一

、
宜
久
為
江
西
道＊

師
也
。

用（
６
）断
渓
ノ

送
テ二

老
講
主
ヲ一

帰
ル二

受
業
一

頌
云
、
草
鞋
不
掛
龍
床
角
、
竺
寺
閑
栖
四
十
春
、
教
眼
已
空
シ
テ

心
路
絶
フス

、
故
山
帰
去
臥
二

深
雲
一

。
五（
７
）灯
会

元
第
六
巻
、
袁
州
木
平
山
善
道
禅
師
章
、
金
陵
李
氏
嚮キ
二イ
テ

其
ノ

道
誉
一

、
迎
請
供
養
、
待
ス
ル
ニ

以
二

師
礼
。
甞
問
、
如
何
是
木
平
。
師
曰
、

不
レ

労
二

斤
斧
一

。
曰
、
為
甚
麼
不
労
斤
斧
。
師
曰
、
木
平
。
王（
８
）莽
居
レ

摂
ニ

、
子
宇
諫
ム

。
莽
殺
レ

之
。
逢
萠
謂
友
人
曰
、
三
綱
絶
ヌ

矣
。
不
レン
ハ

去

禍
将ス
レ

及
。
即
解
冠
掛
東
都
城
門
、
将
家
属
浮
海
、
客
於
遼
東
。

［
欄
外
注
］

袁（
９
）州
木
平
開
山
真
寂
禅
師
、
諱
善
道
、
姓
杜
氏
。
初
謁
洛
浦
、
後
見
蟠
龍
ノ

可
文
、
問
答
大
悟
。
遂
嗣
蟠
龍
、
辞
去
ル

。
保
大
大
保
イ
ニ

八
年
南
唐
李

主
聞
師
道
望
、
詔
刺
史
辺
鎬
闕
脱
ア
ル
カ

。
師
堅イ
ニ
竪

臥
不
起
。
乃
具
飯
延
師
、
登
舟
丞ス
ミ
ヤ
カ
ニ

載
テ

而
至
金
陵
召
見
。
左
右
云
、
禅
師
山
呼
万
歳
。
師
顧
主

曰
、
人
生
百
歳
、
七
十
者
稀
。
莫
被
他
瞞
。
主
問
、
山
中
幾
衆
。
師
曰
、
僧
少
。
初
寺
僧
嘗
謂
曰
、
上
若
問
山
中
人
数
、
師
須
多
説
、
恐
有

賜
田
。
而
師
既
以
実
対
。
主
咲
（
笑
カ
）而
嘆
曰
、
此
善
知
識
也
。
延
入
便
殿
、
加
以
師
礼
。
嘱
曰
、
見
臣
僚
、
勿
言
寡
人
拝
師
。
々
微
笑
曰
、
貧
道

求
一
浴
。
主
曰
、
取
レレ

便
ヲ

。
師
遂
脱
履
、
掛
龍
床
之
角
。
以
浄
瓶
盛
水
於
前
。
主
顧
眄
、
失
師
所
在
。
少
頃
自
瓶
中
引
頚
而
出
曰
、
陛
下
見

臣
僚
、
勿
道
、
山
僧
在
澡
浴
。
主
駭
然
。

［
傍
注
］

Ａ
句
「
石
頭
」
月
庭
和
尚
ノ
居
処
也
。

Ｃ
句
「
行
脚
」
或）

10
（

抄
曰
、
本
集
作
赤
脚
。「
無
耳
履
」
ー
ー
ハ
、
カ
サ
リ
ナ
キ
ク
ツ
也
。



二
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
校
異
】

＊
曰
―
云　

＊
道
―
導

【
出
典
】

未
詳
。

【
略
註
鈔
】

（
176
）
人
之
レ

江
西
ニ

上）
11
（

ニ
送
ト
云
字
カ
ア
ツ
テ
、
ヨ
カ
ラ
フ
ソ
。
江
西
ハ
、
馬
祖
ノ

ヲ
リ
ヤ
ル
江
西
ニ
ア
ラ
ス
。
江
南
ノ
西
ニ
属
シ
タ
ト
云
心
ソ
。

又
人
之
クレ

江
南
ニ

ト
、
異
本
ニ
ハ
ア
ル
ト
モ
ア
ル
ソ
。

Ａ
石
頭
ノ

風
雨
半
ハ

凄
涼

石
頭
城
ハ
、
江
南
ゾ
。
石
頭
城
ハ
、
凄
涼
ト
荒
レ
ハ
テ
タ
ゾ
。

風
雨
ハ
、
荒
レ
タ
方
ニ
取
ル
ソ
。

Ｂ
李
太
軽
ク

曾
テ

喚
フレ

帝
王
ト

李
曻
（
昇
カ
）ト
云
者
ガ
、
江
南
ニ
拠
テ
南
唐
ト
号
シ
テ
、
僣
偽
シ
テ
帝

王
ト
喚
レ
タ
ソ
。
太）

12
（

ノ
字
ハ
、日
本
ニ
テ
適
（
嫡
カ
）子
ヲ
太
郎
ト
云
義
ソ
。

Ｃ
行
脚
踏
穿
ス

無
耳
ノ

履ツ

Ｄ
未
レ

応
二カ
ラ

容
易
ニ

掛
ク一

レ

龍
床
ニ

此
人
江
西
ヘ
行
タ
ラ
バ
、
叢
林
ノ
荒
廃
ヲ
起
セ
ヨ
ソ
。
行
脚
ノ

ト
キ
踏
穿
タ
草
鞋
ヲ
、
龍
床
閣
（
角
カ
）ニ
掛
テ
、
木
平
ノ
如
ク
ニ
去
ル

ナ
ゾ
。
木
平
為
ニ二

李
后
主
ノ一

所
ルレ

重
セ
ラ

。
ア
ル
ト
キ
、
辞
シ
去
ル
ニ
、

草
鞋
ヲ
龍
床
閣
（
角
カ
）ニ
掛
テ
去
ル
ナ
リ
。
官
人
退
レ

官
ヲ

ト
キ
、
冠
ヲ

掛
テ
退
ク
ニ
準
ス
ル
ナ
リ
。
無
耳
ノ

履
ト
ハ
、
注
ニ
ア
ル
如
ク
、

八
角
ノ
耳
ガ
ア
ル
ソ
。
是
ハ
、
踏
穿
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
無
耳
ナ
リ
。

李
氏
ノ
居
シ
タ
国
ヘ
行
ク
ホ
ト
ニ
、
木
平
ノ

故
事
ヲ
引
ク
也
。



二
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
176
）】

（
１
）石
頭
城
者
…
…
叢
林
皆
荒
廃
也
＝
Ａ
句
の
注
。後
掲
の
題
注
と
も
関
連
す
る
。

傍
注
に
あ
る
よ
う
に
、
石
頭
城
は
、
作
者
月
庭
正
忠
の
居
住
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
会
下
を
離
れ
て
江
西
の
地
に
行
く
僧
を
送
る
、
送
行
の
頌
と
解
さ
れ

る
。『
啓
蒙
抄
』
も
同
様
で
あ
る
。『
夾
山
鈔
』
は
別
の
解
釈
を
挙
げ
る
。
そ
の

頭
注
に
「
此
ノ
人
、
江
南
ヲ
別
レ
テ
江
西
ニ
行
カ
ル
ル
程
ニ
、
石
頭
道
風
法
雨

モ
太
半
凄
涼
ト
荒
レ
ハ
テ
タ
ト
、
此
人
怜
悧
ヲ
惜
テ
、
托
上
ス
ル
也
」
と
あ
り
、

こ
の
僧
が
江
南
の
地
（
月
庭
の
も
と
）
を
去
っ
て
江
西
の
地
に
行
け
ば
、
石
頭

城
下
の
仏
法
は
半
ば
荒
れ
果
て
る
と
し
て
、
こ
の
僧
の
力
量
を
高
く
評
価
す
る

意
に
解
す
る
。
設
定
は
（
171
）「
侍
者
之
杭
州
」
に
同
じ
。『
訓
解
添
足
』
は
、

題
注
に
「
送
レ
行
也
。
○
或
云
、自
二
江
南
一
之
二
江
西
一
」
と
注
す
る
。
一
方
で
、

石
頭
城
を
こ
の
僧
の
行
き
先（
目
的
地
）と
す
る
解
釈
が
あ
る
。「
龍
門
文
庫
本
」

は
、「
第
一
ノ
句
ハ
、
イ
マ
ア
チ
ヘ
行
ク
方
ノ
、
石
頭
城
ノ
凄
涼
ト
荒ア
レ
タ
ル
事

ヲ
云
也
」
と
あ
り
、
こ
の
僧
が
行
く
地
で
あ
る
石
頭
城
の
荒
れ
果
て
て
い
る
の

意
に
解
す
る
。『
襟
帯
集
』
も
同
様
で
あ
る
。「
凄
涼
」
は
、雨
風
に
曝
さ
れ
て
、

寒
々
と
荒
れ
果
て
て
い
る
、
の
意
。
Ａ
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
江
南
の
禅

林
が
、
世
上
の
暴
風
雨
（
大
元
の
乱
）
に
よ
っ
て
、
或
い
は
癡
福
の
坊
主
共
に

よ
っ
て
、
全
て
荒
廃
し
き
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

（
２
）
李
曻
拠
江
南
…
…
軽
喚
帝
王
也
＝
Ｂ
句
の
注
。
ま
た
、「
石
頭
城
」
に
関
係

す
る
。
李
昪
（
八
八
八
〜
九
四
三
）
が
、
南
唐
を
建
国
し
、
帝
王
を
僭
称
し
た

こ
と
を
言
う
。『
訓
解
添
足
』
は
、『
十
八
史
略
』
巻
六
の
記
事
を
あ
げ
て
お
り
、

『
啓
蒙
抄
』
は
、『
釈
氏
稽
古
略
』
巻
三
（
大
正
蔵
四
九
・
八
五
〇
ａ
〜
ｃ
）
記

事
を
挙
げ
る
。『
夾
山
鈔
』
頭
注
に
、「
二
ノ
句
ハ
、却
テ
李
昪
ツ
レ
ノ
者
ガ
軽
々

シ
ク
帝
王
ト
名
乗
ル
様
ニ
、
今
時
徳
威
モ
ナ
イ
無
眼
子
ノ
漢
ガ
、
善
知
識
ヂ
ヤ

ト
云
テ
、
臂
ヲ
張
テ
横
行
ス
ル
者
ガ
、
世
間
ニ
多
イ
ゾ
。
ナ
レ
バ
、
叢
林
ノ
荒

敗
ス
ル
モ
道
理
ゾ
ト
也
。」
李
昪
が
曾
て
こ
の
地
に
南
唐
を
建
国
し
、
帝
王
を

僭
称
し
た
よ
う
に
、
今
江
南
の
叢
林
に
は
、
時
勢
に
乗
じ
た
、
徳
も
な
く
正
法

の
眼
も
持
た
ぬ
自
称
善
知
識
ど
も
が
横
行
し
て
い
る
、
の
意
に
解
す
る
。

（
３
）
無
耳
履
者
…
…
旧
途
轍
云
尒
＝
Ｃ
句
の
注
。「
双
（
草
）
鞋
」
に
は
、「
八
角
」

の
耳
（
飾
り
）
が
あ
る
。「
無
耳
履
」
は
、
飾
り
が
な
く
な
っ
た
履
、
行
脚
し

尽
く
し
た
者
が
履
く
草
鞋
の
意
。
既
に
行
脚
で
履
き
つ
ぶ
し
た
飾
り
の
失
わ
れ

た
草
鞋
だ
か
ら
、
無
耳
と
言
う
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ほ
ど
修
行
を
積

ん
だ
作
家
で
あ
る
、
こ
の
僧
が
江
西
の
地
に
趣
け
ば
、
彼
の
地
の
叢
林
も
荒
廃

か
ら
復
興
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
木
平
の
よ
う
に
権
力
者
に
近
づ
く
よ
う
な

ま
ね
は
、
決
し
て
す
る
な
、
の
意
。

（
４
）
抄
曰
木
平
和
尚
…
…
此
句
翻
転
故
事
＝
Ｃ
句
の
注
、
木
平
善
道
は
、
南
唐

の
李
主
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
が
、
或
時
辞
去
す
る
際
に
履
い
て
い
た
履
を
皇
帝
の

椅
子
に
掛
け
て
去
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
俗
人
が
官
を
辞
す
る
と
き
冠

を
掛
け
る
の
に
擬
し
て
い
る
。「
掛
冠
」
は
冠
を
脱
い
で
柱
な
ど
に
掛
け
る
こ

と
で
あ
り
、
転
じ
て
、
官
職
を
辞
す
る
こ
と
を
い
う
。
た
と
え
ば
、
陶
弘
景
が
、

神
武
門
に
冠
を
掛
け
た
故
事
が
そ
れ
で
あ
る
。『
古
今
事
文
類
聚
』
前
集
巻

三
十
二
に
、「
陶
弘
景
与
従
兄
書
曰
、
昔
仕
宦
期
四
十
、
左
右
作
尚
書
郎
、
投

簪
髙
邁
、
今
三
十
六
方
奉
朝
請
、
頭
顱
可
知
、
遂
掛
冠
神
武
門
、
上
表
辞
禄
」

と
見
え
る
。
Ｄ
句
は
、こ
の
故
事
の
冠
を
履
に
替
え
て
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。



二
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

地
を
踏
む
履
を
皇
帝
の
椅
子
に
掛
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
権
威
の
否
定
を
含
意

す
る
か
。
陶
弘
景
に
つ
い
て
は
、
０
１
０
９
聴
松
参
照
。

（
５
）
不
可
如
木
平
…
…
江
西
道
師
也
＝
木
平
が
皇
帝
の
椅
子
に
履
を
掛
け
た
事

に
対
す
る
注
。
権
力
者
に
近
づ
い
て
、
結
局
逃
げ
出
す
よ
う
な
ま
ね
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
む
し
ろ
権
力
者
に
近
づ
か
ず
、
永
く
好
き
江
西
の
導
師
と
し
て
衆

生
を
導
き
な
さ
い
、
の
意
。

（
６
）
用
断
渓
送
…
…
帰
去
臥
深
雲
＝
注
（
４
）（
５
）
と
は
異
な
る
注
。
用
断
渓

の
頌
は
、
典
拠
未
詳
。『
訓
解
添
足
』
は
、「
未
考
」
と
す
る
。
草
鞋
を
天
子
の

椅
子
に
掛
け
る
（
権
力
者
に
近
づ
く
）
こ
と
を
を
せ
ず
、
寺
院
に
閑
栖
す
る
こ

と
四
十
年
、
教
学
に
対
す
る
眼
は
既
に
忘
じ
て
理
路
に
通
ず
る
こ
と
も
な
く

な
っ
た
、
故
郷
の
山
に
帰
り
深
い
雲
の
中
に
身
を
横
た
え
る
だ
け
だ
、
の
意
。

（
７
）
五
灯
会
元
…
…
師
曰
木
平
＝
『
五
灯
会
元
』
巻
六
「
木
平
山
善
道
」
章
の

記
事
（
続
蔵
一
三
八･

一
〇
八
ｄ
）。
木
平
が
金
陵
の
李
氏
に
招
か
れ
て
供
養

を
受
け
、
問
答
を
し
た
こ
と
を
記
す
。

（
８
）
王
莽
居
摂
…
…
客
於
遼
東
＝
「
掛
冠
」
に
関
す
る
注
。
後
漢
の
逢
萌
が
、

王
莽
に
仕
え
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
そ
の
役
職
を
表
す
冠
を
都
洛
陽
の
城
門

に
掛
け
て
遼
東
に
去
っ
た
と
い
う
、『
後
漢
書
』
六
十
三
「
逸
民
伝
・
逢
萌
」

の
故
事
。
直
接
に
は
『
古
今
事
文
類
聚
』
前
集
巻
三
十
二
、「
掛
冠
城
門
」
の

記
事
を
典
拠
と
す
る
か
。
外
に
『
資
治
通
鑑
』
巻
三
十
六
、『
太
平
御
覽
』

六
百
八
十
四
に
見
え
る
。

（
９
）
袁
州
木
平
開
山
…
…
澡
浴
主
駭
然
＝
木
平
が
南
唐
の
李
主
の
も
と
を
辞
す

る
と
き
、
天
子
の
椅
子
に
履
を
掛
け
た
と
い
う
話
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻

二
十
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
十
五
、『
五
灯
会
元
』
巻
六
等
の
木
平
章
に
は
見
え

な
い
。
し
か
し
こ
の
記
事
は
、『
首
書
』
に
引
用
さ
れ
る
外
、『
訓
解
添
足
』
も

全
文
を
引
用
し
、「
続
翠
ノ
本
ニ
載
レ
之
」
と
し
て
、
江
西
龍
派
の
本
に
見
え
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
続
翠
説
は
、『
夾
山
鈔
』
に
は
見
え
な
い
。「
龍
門
文

庫
本
」
は
、「
北
礀
文
第
六
ニ
、
掛
ルレ
屨
ヲ
ノ
文
ア
リ
。
北
礀
掛
レ
屨
ヲ
、
余
明
年

七
十
ハ
、
大
夫
致
二シ
テ
其
仕
ヲ一
而
掛
ルレ
冠
ヲ
時
也
。
昔
為ナツ
テ二
比
丘
ト一
裂
キレ
冠
矣
、
乃
掛
クレ

屨
ヲ
。
或
人
云
曰
、
掛
レコ
ト
屨
ヲ
、
何
所
レア
ル

拠
ヨ
ン
ト
コ
ロ
カ
。
曰
、
木
平
師
掛
テ二
屨
ヲ
江

南
ノ
後
主
之
榻
ニ一
、
休
メレ
影
ヲ
息
メレ
迹
ヲ
、
不
三
復
タ
至
二
榻
ノ
前
一ヘ
ニ
、
云
々
」
と
注
す

る
。

（
10
）
或
抄
曰
本
集
作
赤
脚
＝
或
抄
に
依
れ
ば
。
Ｃ
句
「
行
脚
」
を
「
赤
脚
」
に

作
る
テ
キ
ス
ト
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
典
拠
未
詳
。

（
11
）
上
ニ
送
ト
云
…
…
ア
ル
ト
モ
ア
ル
ソ
＝
『
襟
帯
集
』
は
「
送
人
之
江
西
」

に
作
り
、「
是
モ
送
ル
ト
云
字
カ
ナ
ン
ゾ
ア
ラ
ウ
ゾ
」
と
注
す
る
。
こ
こ
に
言

う
「
江
西
」
と
は
、
江
南
の
地
の
西
に
属
す
る
意
と
解
す
る
。
ま
た
、「
人
之
クレ

江
南
ニ
」
に
作
る
異
本
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
龍
門
文
庫
本
」
に
、「
石

頭
ー
ー
、
石
頭
城
ハ
、
在
二
建
康
府
ニ一
也
。
金
陵
也
。
江
西
也
。
某
以
二
方
輿
勝

覧
一
考
之
則
相
違
也
。（
中
略
）
如
此
則
金
陵
ハ
江
東
路
也
。
非
二
江
西
ニ一
也
。

此
題
ニ
人
之
二
金
陵
ニ一
ト
ア
ル
ガ
、
可
乎
」
と
あ
り
、『
方
輿
勝
覧
』
を
引
い
て
、

江
西
は
誤
り
と
指
摘
す
る
。

（
12
）
太
ノ
字
ハ
…
…
太
郎
ト
云
義
ソ
＝
「
排
行
」
に
関
す
る
注
。「
龍
門
文
庫
本
」

に
、「
李
太
ノ
、
太
ノ
字
ハ
、
日
本
ニ
嫡
子
ヲ
太
郎
ト
云
ノ
義
也
。
二
郎
・
三

郎
カ
ラ
、
十
郎
マ
テ
ア
ル
カ
、
一
郎
ト
ハ
不
レシ
テ
云
、
太
郎
ト
云
ソ
。
唐
土
ニ
モ
、
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山
谷
ヲ
曰
二
黄
九
一
、
無
己
ヲ
曰
二
陳
三
ト一
、
蘇
二
、
欧
七
ナ
ン
ト
ヽ
云
ハ
ア
レ
ト

モ
、
ナ
ニ
一
ト
云
ハ
、
ナ
イ
ソ
。
呉
越
王
ヲ
銭
太
ト
云
ゾ
。
杜
子
美
カ
詩
ニ
、

郭
太
ト
云
ア
ル
ソ
。（
下
略
）」
と
あ
る
の
が
、参
考
に
な
る
。『
襟
帯
集
』
に
は
、

「
昔
木
平
ノ
江
南
ノ
李
公
主
ノ
処
ヱ
行
キ
説
法
ス
ル
時
、
李
公
主
、
一
方
ノ
主

テ
ア
ル
ヲ
、
ヲ
ツ
コ
ナ
イ
テ
、
李
太
ト
云
ワ
レ
タ
ソ
。
存
外
サ
ウ
ニ
カ
ル
〳
〵

シ
ウ
云
タ
ソ
。
唐
音
ナ
ラ
ハ
、
李
太トウ
ト
云
ワ
ウ
ソ
」
と
あ
り
、
昔
木
平
が
、
江

南
の
李
公
主
の
も
と
に
説
法
に
行
き
、一
方
の
主
で
あ
っ
た
李
公
主
に
対
し
て
、

相
手
を
み
く
び
っ
て
、
李
太
と
言
わ
れ
た
故
事
（
典
拠
未
詳
）
を
踏
ま
え
る
。

０
１
７
７
達
磨

【
京
大
本
略
註
】

四
明
古
帆
遠
エ
ン
・
ヲ
ン

和
尚

嗣（
１
）二

石
門
ノ

来
一

、
々
嗣
大
川
。
宗
派
図
石
門
来
之
下
、
無
古
帆
遠
。

（
177
）
達
磨

Ａ
至
レマ
テ

今
ニ

声セ
イ

価カ

重
シ二

叢
林
ニ一

Ｂ
莫
レレ

道
コ
ト

神
洲
ニ

無
ト二

賞
シ
ヤ
ウ
イ
ン音

一

Ｃ
自ヲ

是
鳳
凰
台
上
ノ

客

Ｄ
眼
高
シ
テ

看
テ

不
レ

到
二

黄
金
ニ一

神（
２
）洲
者
、
西
天
人
指
震
旦
呼
為
二

赤
県
神
洲
。
初（
３
）祖
西
来
与
梁
武
帝
魏
明
帝
、
問
答
而
二
帝
機
不
契
、
是
無
賞
音
也
。
鳳（
４
）凰
台
上
客
、
指
達
磨

也
。
黄
金
台
、
是
燕
照
王
、
招
天
下
賢
者
、
而
所
築
也
。
或
云
、
借
用
。
金
陵
城
鳳
凰
台
、
是
梁
武
帝＊

所
建
宮
闕
。
今
在
保
寧
方
丈
后
。
鳳

台
山
、
亦
在
建
康
府
上
元
県
。
宋
元
嘉
中
鳳
凰
集イ
ル

二

于
此
、
乃
築
台
於
山
、
以
表
瑞
也
。
乃
建
康
府
建
業
坊
、
鳳
凰
台
保
寧
寺
也
。
達
磨
見
梁

武
之
処
也
。
眼（
５
）者
、
初
祖
向
上
眼
也
。
何
到
些
々
事
乎
。

［
欄
外
注
］

第（
６
）一
二
句
之
意
者
、
自
是
鳳
凰
台
之
上
客
ト

可
見
。
龍
門
上
客
之
例
ア
リ
。
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【
出
典
】

不
明
。

【
校
異
】

＊
帝
―
ナ
シ　

＊
后
―
後　

【
略
註
鈔
】

四
明
古
帆
遠
和
尚

（
177
）
達
磨

Ａ
至
レマ
テ

今
ニ

声
価
重
シレ

叢
林
ニ

声
価
ハ
名
ノ
重
イ
ヲ
云
也
。
元
ト

ヨ
リ
達
磨
ハ
叢
林
ニ
名
ノ
重
イ

人
チ
ヤ
、
云
フ
ニ
及
ヌ
コ
ト
ソ
。

Ｂ
莫
レレ

道フ
コ
ト

神
洲
ニ

無
レシ
ト

賞
音

神
州
ト
ハ
天
竺
ヨ
リ
震
旦
ヲ
指
シ
テ
赤
県
神
州
ト
云
ナ
リ
。
竺（
７
）

土
ヨ
リ
南
方
ニ
当
ル
ナ
リ
。
南
方
ハ
離
ノ
卦
也
。
離
ハ
火
ナ
ル

故
ニ
赤
色
ナ
リ
。
震
旦
ニ
知
音
ガ
無
イ
ト
ナ
云
ソ
。

Ｃ
自ヲ

是
レ

鳳
凰
台
上
ノ

客

Ｄ
眼
高
シ
テ

看
テ

不
レ

到
レ

黄
金
ニ

達
磨
ハ
自
ラ
鳳
凰
台
上
ノ

客
デ
眼
ガ
高
イ
ホ
ト
ニ
、
武
帝
ノ
黄
金

殿
ナ
ト
ヲ
イ
カ
メ
シ
イ
コ
ト
ニ
思
フ
テ
、
留
リ
ハ
セ
ヌ
ゾ
。
鳳

凰
台
ハ
武
帝
ノ
建
ラ
レ
タ
宮
ナ
リ
。
黄
金
殿
ハ
燕
ノ
昭
王
ノ
建

テ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
、
借
リ
用
テ
云
ゾ
。
達
磨
ニ
知
音
カ
無
イ
ト

バ
シ
云
ナ
、生
得
達
磨
ノ
眼
ガ
高
イ
ホ
ト
ニ
、知
音
ヲ
求
メ
ヌ
ソ
。

武
帝
ノ
教
意
ヲ
肝
要
ト
ス
ル
。
鳳
凰
台
、
黄
金
殿
ナ
ト
ヲ
ハ
、

何
ニ
ト
モ
ヲ
ヲ
（
マ
マ
）モ
ワ
レ
ヌ
ゾ
。
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【
注
（
177
）】

（
１
）
嗣
石
門
来
…
…
古
帆
遠
＝
古
帆
遠
は
石
門
善
来
に
嗣
ぐ
。
伝
は
不
詳
。

（
２
）
神
洲
者
…
…
赤
県
神
洲
＝
『
史
記
』「
孟
子
荀
卿
伝
」
に
「
中
国
名
曰
赤
縣

神
州
。
赤
縣
神
州
内
自
有
九
州
」
と
見
え
る
。
ま
た
『
祖
庭
事
苑
』
巻
八
・
語

縁
「
赤
縣
神
洲
」
に
「
達
磨
初
観
赤
縣
神
洲
、
有
大
乗
種
気
立
世
。
毗
曇
蔵
二

云
、
四
大
洲
各
有
八
洲
圍
繞
、
南
八
洲
曰
牛
洲
、
羊
洲
、
椰
子
洲
、
宝
洲
、
猴

洲
、
象
洲
、
女
洲
、
神
洲
」 （
続
蔵
一
一
三
・
一
一
六
ｃ
）
と
見
え
る
。

（
３
）
初
祖
西
来
…
…
無
賞
音
也
＝
賞
音
は
そ
の
人
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
る
人
、

知
音
の
意
。『
宗
門
武
庫
』
に
「
峨
嵋
山
白
長
老
、
嘗
云
、
郷
人
雪
竇
有
頒
百

餘
首
。
其
詞
意
不
甚
出
人
、
何
乃
浪
得
大
名
於
世
、
遂
作
頌
千
首
、
以
多
十
倍

為
勝
、
自
編
成
集
。
妄
意
他
日
名
壓
雪
竇
、
到
処
求
人
賞
音
」（
大
正
蔵

四
七
・
五
四
一
ａ
）
と
見
え
る
。
Ａ
・
Ｂ
句
、
達
磨
の
名
声
は
現
在
の
禅
林
で

重
き
を
な
し
て
い
る
が
、
西
来
当
初
に
は
中
国
に
そ
の
真
価
を
理
解
す
る
人
が

い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
な
か
れ
、
と
の
意
。
梁
武
帝
の
ほ
か
に
魏
明
帝
と
の

不
契
を
記
す
例
に
は
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
九
（
大
正
蔵
四
九
・
五
四
八
ｂ
）

等
が
あ
る
。
達
磨
と
二
帝
を
め
ぐ
る
同
文
の
出
典
は
未
詳
。

（
４
）
鳳
凰
台
…
…
梁
武
之
処
也
＝
鳳
凰
台
上
の
客
を
達
磨
と
し
て
取
意
す
る
。

黄
金
台
は
燕
の
照
王
が
賢
者
を
集
め
よ
う
と
し
て
築
い
た
も
の
（『
史
記
』、『
述

異
記
』
等
）。
Ｃ
句
の
鳳
凰
台
は
黄
金
台
と
は
異
な
る
が
、
賢
者
の
集
ま
る
と

こ
ろ
と
い
う
意
味
を
「
借
り
用
い
て
」
い
る
と
解
し
て
い
る
。
鳳
凰
台
は
、『
方

輿
勝
覧
』
巻
十
四
「
江
東
路
・
建
康
府
」
に
「
鳳
凰
台
。
故
基
在
保
寧
寺
後
。

○
李
白
詩
ー
ー
ー
上
鳳
凰
遊
、
鳳
去
台
空
江
自
流
、
呉
宮
花
草
埋
幽
径
、
晋
代

衣
冠
成
古
丘
、
三
山
半
落
青
天
外
、
二
水
中
分
白
鷺
洲
、
総
為
浮
雲
能
蔽
日
、

長
安
不
見
使
人
愁
」
等
と
見
え
る
。
ま
た
鳳
台
山
は
、
同
じ
く
『
方
輿
勝
覧
』

巻
十
四
「
江
東
路
・
建
康
府
」
に
「
鳳
台
山
。
在
城
南
二
里
餘
、
保
寧
寺
是
也
。

宋
元
嘉
中
、
鳳
凰
集
於
是
山
、
乃
築
台
山
、
以
旌
嘉
瑞
」
と
見
え
る
。
い
ず
れ

も
時
所
を
異
に
す
る
が
優
れ
た
者
が
集
う
所
と
い
う
意
味
で
共
通
す
る
。
達
磨

は
世
上
の
評
価
に
関
わ
ら
ず
す
で
に
格
段
の
高
位
に
あ
る
と
Ｃ
句
を
解
す
る
。

な
お
京
大
本
と
同
様
に
鳳
凰
台
上
の
客
を
達
磨
と
す
る
例
は
、
竜
門
文
庫
本
、

『
襟
帯
集
』、『
夾
山
抄
』
に
見
え
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
武
帝
と
解
す
る
こ
と
を

批
判
す
る
。
だ
が
『
訓
解
添
足
』
は
こ
れ
を
武
帝
と
取
意
す
る
（
注
５
参
照
）

（
５
）
眼
者
…
…
些
々
事
乎
＝
Ｄ
句
の
眼
が
高
い
と
は
、
達
磨
の
見
識
の
高
さ
を

言
う
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
武
帝
の
所
に
な
ど
到
ら
ぬ
ぞ
、
と
の
意
。
黄

金
は
Ｃ
句
の
内
に
隠
れ
て
い
る
黄
金
台
に
も
通
ず
る
。『
訓
解
添
足
』
は
鳳
凰

台
上
の
客
を
武
帝
と
捉
え
た
上
で
「
眼
高
者
、
托
上
之
抑
下
也
」、
す
な
わ
ち

高
貴
な
生
ま
れ
の
武
帝
様
は
あ
ま
り
に
も
見
識
が
高
す
ぎ
た
の
で
、
達
磨
を
見

て
も
（
そ
の
真
価
が
）
お
目
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
、
と
褒
め
あ
げ
た
よ
う
に
み

せ
て
内
実
は
け
な
し
て
い
る
、
と
す
る
。

（
６
）
第
一
二
句
…
…
例
ア
リ
＝
Ａ
Ｂ
句
は
達
磨
を
鳳
凰
台
之
上
客
す
な
わ
ち
優

れ
た
者
と
し
て
言
う
の
だ
が
、
同
様
の
意
を
表
す
も
の
に
「
龍
門
上
客
」
と
す

る
例
が
あ
る
と
い
う
意
。『
石
田
録
』
巻
二
に
「
上
堂
、妙
旨
迅
速
、言
説
来
遅
、

龍
門
上
客
、
未
挙
先
知
。
且
道
、
知
底
事
作
麼
生
。
月
裏
姮
娥
不
画
眉
」（
続

蔵
一
二
一
・
一
〇
ａ
）
と
見
え
る
他
、『
虚
堂
録
』
巻
二
「
婺
州
雲
黄
山
宝
林
禅

寺
語
録
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
〇
三
ａ
）、『
偃
渓
錄
』
巻
下
「
住
径
山
興
聖
万
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寿
禅
寺
語
録
」（
続
蔵
一
二
一
・
一
四
三
ｂ
）
等
、
禅
録
に
散
見
す
る
。

（
７
）
竺
土
ヨ
リ
…
…
赤
色
ナ
リ
＝
神
洲
を
赤
県
と
い
う
理
由
に
、
神
洲
の
方
角

が
南
方
で
あ
り
、
八
卦
で
は
離
・
火
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
赤
色
で
あ
る
と
い

う
も
の
。『
易
経
』
始
め
八
卦
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、『
略
註
鈔
』
の
典
拠

は
不
詳
。

０
１
７
８
憶
母

【
京
大
本
略
註
】   

（
四
十
五
）
四
明
雲
外
ノ
岫
和
尚

嗣（
１
）天
寧
直
翁
、
曹
洞
宗
宏
智
下
。

（
178
）
憶
レ

母
ヺ  

Ａ
胞ホ

衣エ

瓶
葬
ス

海
南
ノ

辺

Ｂ
匝ソ

地ジ
ノ

鯨ゲ
イ

波ハ

到
ル二

眼
前
ニ一   

Ｃ
有
リレ

例
可
レ

攀
ッ

心
未ス
レ

穏
ナ
ラ　

Ｄ
蒲
鞋
売
テ

不
レ

直ア
タ
ラ二

多
銭
二一　

胞（
２
）衣
者
、
児
産
時
包
褁
如
衣
者
也
。
亦
曰
、
胎
衣
。
唐（
３
）土
風
俗
、
産
後
以
胎
衣
并
臍＊

緒
等
、
入
瓶
而
葬
埋
於
地
中
也
。
雲（
４
）外
生
縁
是
南
国
、

故
云
海
南
辺
。
又（
５
）憶
阿
母
恩
波
之
深
、
猶
如
鯨
波
。
々
々
、
洪
波
也
。

［
欄
外
注
］                   

宗
派
図
、
天
童
宏智

正
覚
―
―
浄
慈
自得

恵
暉
―
―
華
蔵
明極

恵
祚
―
―
霊
隠
東谷

妙
光
―
―
天
童
直翁

徳
挙
―
―
天
童
雲外

雲
岫
―
―
南
禅
東陵

永
璵
。

瓶
葬
者
、
胞
衣
并
臍
緒
、
入
瓶
埋
之
者
也
。

［
傍
注
］

Ａ
「
胞
衣
」
ー
ー
ハ
生
ル
丶
時
カ
ブ
リ
テ
出
キ
ヌ
也
。

Ａ
「
海
南
」
ー
ー
ハ
雲
外
ノ
生
縁
也
。

Ｂ
「
匝
地
」
ー
ー
ハ
平
地
也
。



二
九

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

Ｂ
「
鯨
波
」
ー
ー
ハ
大
ナ
ミ
也
。

Ｃ
・
Ｄ 
蒲
鞋
ノ
売
テ
モ
価
少
之
故
、
教
心
不
穏
也
。

【
出
典
】

『
雲
外
録
』
偈
頌
に
収
め
る
「
憶
母
」
二
首
の
一
首
目
（
続
蔵
一
二
四
・
五
〇
六
ｃ
）。

【
校
異
】 

＊
臍
―
脚  

【
略
註
鈔
】

（
四
十
五
）
四
明
雲
外
岫
和
尚

岫
雲
外
ハ
曹
洞
宗
也
。

（
178
）
憶
母

昔
ヲ
憶
フ
ト
云
ト
キ
、
憶
ノ
字
ヲ
書
ク
ナ
リ
。 

Ａ
胞
衣
瓶ハ
シ
メ
テ

葬
ス
ス

海
南
ノ

辺

和
朝
テ
ス
ル
如
ク
、
唐
土
テ
モ
人
生
タ
ト
キ
、
ヱ
ナ
ギ
ヌ
ヤ
臍

ノ
緒
ヲ
、
瓶
ニ
入
テ
地
ニ
埋
ム
ソ
。
葬
ハ
埋
ム
心
ソ
。
ハ
フ
ム

ル
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
。
海
南
辺
カ
雲
外
ノ
生
縁
ノ
地
ゾ
。

Ｂ
匝
地
ノ

鯨
波
到
ルレ

眼
前 

母
ノ
恩
ノ
深
イ
ヲ
云
ニ
、
鯨
彼
（
波
カ
）ノ
陸
地
ニ
漲
ル
カ
如
ク
ソ
。
鯨

波
ハ
大
波
ヲ
云
也
。
到
ルレ

眼
前
ニ

ト
ハ
、
前
ニ
付
テ
マ
ワ
ル
ヤ
ウ

ナ
ゾ
。

Ｃ
有
リレ

例
可
レ

攀
ッ

心
ロ

未
レ

穏　

睦（
６
）州
ノ
蒲
鞋
ヲ
織
テ
母
ヲ
養
タ
例
ヲ
攀
ヂ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、
ソ

レ
テ
モ
心
未
レ

隠
（
穏
カ
）ソ
。
ナ
セ
ナ
レ
ハ
、

Ｄ
蒲
鞋
売
テ

不
レ

直ア
タ
ラレ

多
銭
二　

蒲（
７
）
鞋
ヲ
売
タ
ト
云
テ
モ
、
多
銭
ニ
ハ
当
ラ
ヌ
ソ
ト
云
。
睦
州
ヨ

リ
マ
ツ
ト
上
ワ
手
ヲ
報
ジ
タ
イ
ソ
。
是
レ
母
ヲ
憶
フ
コ
ト
親
切

也
。



三
〇

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
178
）】

（
１
）
嗣
天
寧
…
…
宏
智
下
＝
四
明
の
雲
外
雲
岫
（
一
二
四
二
〜
一
三
二
四
）
は
、

天
寧
の
直
翁
徳
挙
（
生
没
年
未
詳
）
の
法
嗣
で
、曹
洞
宗
宏
智
派
の
人
で
あ
る
、

の
意
。『
続
伝
灯
録
』巻
三
五
に
は「
直
翁
挙
禅
師
法
嗣
」と
し
て
章
が
あ
る（
大

正
蔵
五
一
・
七
〇
九
ａ
〜
ｂ
）。
語
録
一
巻
が
あ
り
、
そ
こ
に
収
め
る
「
天
童
雲

外
禅
師
伝
」
に
は
「
柳
氏
塔
銘
」
が
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
柳

氏
塔
銘
」
は
、
柳
貫
制
と
い
う
人
に
よ
る
「
天
童
山
妙
悟
禅
師
岫
公
石
塔
銘
」

と
し
て
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
蒲
室
疏
抄
』
の
雲
外
の
条
に
よ
り
詳
し
く
載
っ

て
お
り
、
室
町
時
代
後
半
に
は
、
五
山
で
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
佐
藤
秀
孝
「
元
代
曹
洞
禅
僧
列
伝
（
上
）
―
―
天
童

山
の
雲
外
雲
岫
に
つ
い
て
―
―
」（『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
』
二
三　

一
九
九
二
）
に
詳
し
い
。
欄
外
注
に
は
、
宏
智
か
ら
の
法
系
と
、
我
が
国
の
東

陵
永
璵
が
参
じ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
佐
藤
論
文
で
は
「
元
代
初
中
期
に
お
い

て
江
南
の
曹
洞
宗
を
ひ
と
り
担
っ
た
重
鎮
」
と
評
価
し
、「
派
祖
の
宏
智
正
覚

の
再
来
と
も
称
せ
ら
れ
た
人
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

（
２
）胞
衣
者
…
…
胎
衣
＝
Ａ
句「
胞
衣
」へ
の
注
。
胎
児
が
産
ま
れ
て
く
る
と
き
、

胎
児
の
身
を
包
ん
で
い
る
衣
の
よ
う
な
も
の
で
「
胎
衣
」
と
も
い
う
、
の
意
。

（
３
）唐
土
風
俗
…
…
葬
埋
於
地
中
也
＝
永
尾
龍
造
の『
支
那
民
俗
誌
』（
一
九
四
二

年
、
興
亜
院
文
化
部
。
一
九
七
三
年
に
国
書
刊
行
会
か
ら
復
刻
）
第
六
巻
に
は

「
胞
衣
に
就
い
て
」
と
し
て
、「
胞
衣
の
処
置
と
俗
信
」「
胞
衣
の
埋
め
方
と
俗
信
」

「
胞
衣
に
関
す
る
俗
信
」「
胞
衣
の
下
り
難
い
場
合
の
措
置
と
俗
信
」「
胞
衣
の

効
用
と
俗
信
」
の
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
胞
衣
を
壷
に
入
れ
、

壷
の
周
り
を
紅
布
で
厳
重
に
包
み
、
天
候
の
良
い
日
を
選
ん
で
地
中
に
埋
め
る

が
、
そ
の
場
合
、
太
陽
の
威
力
が
強
い
正
午
時
を
避
け
、
人
目
に
つ
か
な
い
よ

う
に
、浅
か
ら
ず
深
か
ら
ず
穴
を
掘
っ
て
早
目
に
埋
め
る
の
が
肝
要
だ
と
す
る
。

『
略
註
鈔
』
で
は
、
我
が
国
に
も
胞
衣
を
瓶
に
入
れ
て
埋
め
る
風
習
が
あ
る
と

す
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
『
玉
蘂
』
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
五
月
二
十
五
日

の
条
に
、
胞
衣
を
水
や
酒
で
洗
い
、
赤
い
絹
で
つ
つ
ん
だ
上
で
五
文
の
銭
と
と

も
に
瓶
子
に
入
れ
て
埋
納
し
た
（
先
以
清
水
洗
之
、
以
美
酒
洗
之
、
次
以
緋
縑

裹
之
、
次
入
銭
五
文
於
白
瓷
瓶
子
、
次
以
胞
衣
入
銭
上
、
次
新
筆
一
管
入
胞
衣

上
、
次
掩
瓶
蓋
、
以
生
気
方
土
塗
塞
之
）、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。『
古
事
類
苑
』

礼
式
部
、
誕
生
に
は
「
胞
衣
納
ハ
胞
衣
ヲ
土
中
ニ
埋
蔵
ス
ル
ナ
リ
、
中
古
之
ヲ

家
屋
ノ
天
井
ニ
置
キ
シ
コ
ト
ア
リ
、
蓋
シ
方
忌
ヲ
避
ケ
シ
ナ
ラ
ン
」
と
の
説
明

が
あ
り
、
さ
ま
ざ
な
慣
習
の
用
例
を
挙
げ
る
。

（
４
）
雲
外
生
縁
是
南
国
、
故
云
海
南
辺
＝
『
雲
外
語
録
』
に
は
、
亡
父
の
墓
誌

に
代
わ
る
偈
が
あ
り
、
そ
の
序
の
冒
頭
に
「
岫
家
居
昌
国
南
海
上
、
安
期
先
生

煉
丹
之
地
。
郷
曰
、
安
期
。（
続
蔵
一
二
四
・
五
〇
五
ｄ
）
と
あ
る
。「
昌
国
」

は
『
方
輿
勝
覧
』
巻
七
に
、
慶
元
府
（
古
明
州
）
に
属
し
た
六
県
の
一
つ
と
し

て
見
え
る
。

（
５
）
又
憶
阿
母
…
…
洪
波
也
＝
母
か
ら
受
け
た
恩
の
深
さ
は
「
鯨
波
」
の
よ
う

で
あ
る
、「
鯨
波
」
と
は
大
波
の
こ
と
で
あ
る
、
の
意
。
前
記
佐
藤
論
文
で
は

こ
の
句
に
言
及
し
「『
匝
地
の
鯨
波
』
と
は
、
お
そ
ら
く
雲
岫
が
幼
い
日
に
目

の
当
た
り
に
し
た
銭
塘
江
の
大
海
嘯
す
な
わ
ち
『
浙
江
の
潮
』
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。



三
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

（
６
）
睦
州
ノ
…
…
心
未
隠
ソ
＝
Ｃ
句
を
「
母
の
恩
に
報
い
た
例
と
し
て
は
、
草

鞋
を
売
っ
て
老
母
を
養
っ
た
陳
睦
州
の
例
が
あ
る
か
ら
、そ
れ
に
従
え
ば
よ
い
、

と
考
え
て
も
心
が
落
ち
着
か
な
い
」
と
い
う
意
と
と
る
。「
有
条
攀
条
。
無
条

攀
例
」
は
禅
語
で
、『
碧
巌
録
』
第
十
則
垂
示
に
「
有
条
攀
条
。
無
条
攀
例
」（
大

正
蔵
四
八
・
一
五
〇
ａ
）
と
見
え
る
。
も
と
は
法
制
用
語
で
あ
り
、例
え
ば
『
元

典
章
』
に
「
攀
傍
州
例
（
隣
の
州
の
判
例
に
よ
っ
て
処
置
す
る
）」
と
見
え
、

法
律
に
明
文
化
さ
れ
た
条
文
が
あ
れ
ば
条
文
通
り
に
処
置
し
、
相
応
の
条
文
が

な
け
れ
ば
前
例
に
よ
る
の
意
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
教
義
と
し
て
説
か
れ

て
い
れ
ば
そ
れ
に
従
い
、
説
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
先
例
に
従
う
、
と
い
う
意
に

用
い
ら
れ
る
。

（
７
）
蒲
鞋
ヲ
…
…
親
切
也
＝
草
鞋
を
売
っ
た
と
こ
ろ
で
、
得
ら
れ
る
銭
は
、
た

か
が
知
れ
て
い
て
母
へ
の
報
恩
と
し
て
は
あ
ま
り
に
足
り
な
い
。
陳
睦
州
の
上

を
い
く
や
り
方
で
、
母
の
恩
に
報
い
た
い
。
こ
う
考
え
る
ほ
ど
、
母
を
思
う
心

は
深
い
の
で
あ
る
、と
す
る
。
注
（
６
）
で
「
心
が
落
ち
着
か
な
い
」
と
し
た
、

そ
の
理
由
に
あ
た
る
。

０
１
７
９
天
寧
火
後

【
京
大
本
略
註
】

（
179
）
天
寧
ノ

火
後

此（
１
）明
州
之
天
寧
也
。
抄
曰＊

、
大＊

元
至
治
ハ

日
本
延
慶
年
中
、
日
本
人
焼
明
州
摠
管
ノ

府
ヲ一

。
庭＊

燎レ
ウ
ノ

所
レ

及
焼
二

燼
禅
教
ノ

寺
院
二
百
余
処＊

ヲ一

。
天
寧

寺
ノ

碑
ニ

載
二

此
事
ヲ一

。
雲
外
久
住
天
寧＊

。

Ａ
劫
火
洞
然
ト
シ
テ

倶
ニ

壊
シ

了
ル

Ｂ
随
イレ

他
ニ

去
ル

又
不
レ

随
レ

他
ニ

Ｃ
春
風
吹
転
ス

焼
痕
ノ

緑

Ｄ
楼
閣
依
然
ト
シ
テ

有
二ン
リ

許
多ハ
ク

ラ
ン

僧（
２
）問
大
隋
、
劫
火
洞
然
大
千
倶
壊
、
未
審
這
个
壊
不
壊
。
隋
云
、
壊
。
隋
云
、
壊
。
僧
云
、
恁
麽
則
随
他
去
也
。
隋
云
、
随
他
去
。
其
僧
不
会
、

持
此
語
到
投
子
、
挙
似
投
子
。
々＊

々
遂
焚
香
、
遥
望
大
隋
礼
拝
云
、
西
川
有
古
仏
出
現
、
汝
速
回
彼
。
僧
返
西
川
、
師
已
遷
化
。
復
回
投
子
、
々

亦
遷
化
。
焼（
３
）痕
緑
者
、
拶
出
不
随
他
去
底
者
也
。
楽
天
詩
、
野
火
焼
不
尽
、
春
風
吹
又
生
。



三
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

［
傍
注
］

Ｂ
大（
４
）随
ハ
随
去
ト
云
、
我
ハ
不
随
モ
ア
ル
ト
云
。

【
出
典
】

『
雲
外
録
』
偈
頌
に
同
題
・
同
文
に
て
収
め
る
（
続
蔵
一
二
四
・
五
〇
三
ａ
）。

【
校
異
】

＊
曰
―
云
、
＊
大
―
太
、
＊
庭
―
延
、
＊
処
―
処
也
、
＊
寧
―
寧
寺
、
＊
々
々
―
ナ
シ

【
略
註
鈔
】

（
179
）
天
寧
ノ

火
後

日（
５
）
本
ヨ
リ
大
唐
ヲ
犯
ス
コ
ト
十
七
度
也
。
注
ニ
、
日
本
鹿
苑
院

ノ
時
延
慶
年
中
ニ
、
明
州
ノ
摠
管
府
ヲ
焼
ク
ナ
リ
。
此
天
寧
ノ

火
事
モ
此
時
也
。

Ａ
劫
火
洞
然
倶
ニ

壊
シ

了
ル

三（
６
）災
壊
劫
ノ
ト
キ
、
劫
火
初
テ
起
テ
壊
二ス
ル

初
禅
已
下
ヲ一

ゾ
。
此
ノ

時
節
、

Ｂ
随
テレ

他
ニ

去
ル

又
不
レ

随
レ

他
ニ

焼
ケ
破
レ
テ
他
ニ
随
イ
去
タ
ガ
、
不
レ

随
レ

他
ニ

者
ガ
ア
ル
ソ
。

其
レ

ハ
何
ソ
ト
云
ニ
、

Ｃ
春
風
吹
キ

転
ス

焼
痕
ノ

緑
リ

野
火
焼
ケ
ト
モ

不
レ

尽
キ

、
春
風
吹
テ

又
生
ス

ト
云
フ
如
ク
ゾ
。
去
年
焼

ケ
タ
跡
ト

ニ
今
年
ハ
又
青
々
ト
草
ガ
生
シ
タ
ハ
、

Ｄ
楼
閣
依
然
ト
シ
テ

有
リレ

許
多

リ
ヂ
ヤ
ゾ
。
春（
７
）風
ノ
吹
転
シ
タ
焼
痕
ノ

緑
リ
コ
ソ
其
ノ

儘
許
多
ク

ノ

楼
閣
ヨ
。
這
个
ノ
伽
藍
ハ
終
ニ
焼
ケ
ヌ
ソ
。
火
後
チ
ヤ
ホ
ト
ニ

如
此
作
タ
ソ
。

註
ニ

、
僧
問
レ

大
隋
ニ

、
劫
火
洞
然
ト
シ
テ

大
千
倶
ニ

壊
ス
ト

云
云
。
大（
８
）千

倶
ニ

壊
ス
ト

云
ハ

非
也
。
其
レ

大
千
ト

者
ハ

、
長
阿
含
并
起
二

世
因
本
経

等
ニ

云
四
洲
ノ

地
心
、
即
チ

須
弥
山
ナ
リ

〈
梵
音
正
ク

云
二

蘇
迷
盧
ト一

、

此
ニ
ハ

名
レ

妙
高
ト

〉。
此
ノ

山
有
二

八
山
、
遶
テレ

外
ニ

有
テ二

大
鉄
囲
山
一

周

廻
囲
繞
ス

。
并
ニ

一
ツ
ノ

日
月
昼
夜
ニ

回
転
シ
テ

照
二ス
ヲ

四
天
下
ヲ一

名
二

一
国

土
ト一

。
積
二ン
テ

一
千
ノ

国
土
ヲ一

名
ク二

小
千
世
界
ト一

。
積
二ン
テ

千
個
ノ

小
千
界
ヲ一

名
ク二

中
千
世
界
ト一

。
積
二ン
テ

一
千
ノ

中
千
界
ヲ一

名
クレ

大
千
界
ト

。
以
テレ

三
ヲ

積
ムレ

千
ヲ

、
故
ニ

名
ク二

三
千
大
千
世
界
ト一

。
又
或
所
謂
イ
ハ
ユ
ル

世
界
ト
云
ハ

者
、



三
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

東
西
南
北
四
維
上
下
ヲ

名
ケレ

界
ト

、
過
去
未
来
現
在
ヲ

名
レク
ト

世
ト

。
然

ル
ト
則キ
ハ

東
西
南
北
四
維
上
下
過
去
現
在
未
来
ヲ

名
テ

為
スレ

世
界
ト

。

若
シ

大
千
壊
セ
ハ
、
処
ロ
ト

シ
テ
不
レス
ト

壊
セ

云
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

然
ル
ニ

火
災
ハ
初
禅
已
下
ヲ
壊
ス
。
是
ヲ
以
テ

大
千
倶
ニ
壊
ス
ト
云

ハ
非
也
。
然（
９
）レ

ト
モ
、
禅
僧
ノ

活
機
活
用
ハ
句
中
ニ
不
レ

立
レ

句
、

言
外
ニ

悟
ルレ

旨
ヲ

。
故
ニ
不
レ

泥
レ

言
句
ニ

如
レ

此
云
也
。

【
注
（
179
）】

（
１
）
此
明
州
…
…
住
天
寧
＝
至
治
二
年
（
一
三
二
二
）
は
至
大
二
年
（
＝
日
本

の
延
慶
二
年
、一
三
〇
九
）
の
誤
り
。
佐
藤
秀
孝
「
元
代
曹
洞
禅
僧
列
伝
（
上
）

―
天
童
山
の
雲
外
雲
岫
に
つ
い
て
―
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

二
三
、一
九
九
二
・
一
〇
）
お
よ
び
「
明
州
天
寧
寺
の
直
翁
可
挙
に
つ
い
て
―
南

宋
末
元
初
に
お
け
る
曹
洞
宗
宏
智
派
の
動
向
―
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』

六
二
、二
〇
〇
四
・
三
）
に
よ
る
と
、
寧
波
の
地
誌
で
あ
る
『
延
祐
四
明
志
』
巻

十
六
の
天
寧
寺
の
項
目
に
「
至
大
二
年
正
月
、火
於
倭
人
」
と
あ
り
、『
敬
止
録
』

巻
二
十
六
の
天
寧
寺
の
項
目
に
も
同
様
の
記
述
に
続
い
て
「
至
治
元
年
、
僧
善

徳
重
建
大
仏
殿
、
郡
人
許
明
金
為
記
」
と
あ
る
が
、『
元
史
』
巻
九
十
九
・
兵

志
に
は
至
大
二
年
七
月
枢
密
院
臣
の
言
と
し
て
「
去
年
日
本
商
船
焚
掠
慶
元
、

官
軍
不
能
敵
」
と
あ
り
、
一
年
ず
れ
、
ま
た
「
真
源
大
照
禅
師
竜
山
和
尚
行
状
」

（
竜
山
徳
見
の
伝
記
）
に
は
さ
ら
に
前
年
の
大
徳
十
一
年
に
倭
国
の
侵
攻
が
あ

り
、
全
市
焼
失
、
日
本
人
僧
が
拘
引
さ
れ
大
都
（
北
京
）
に
送
ら
れ
た
と
い
う
。

碑
文
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
許
明
金
の
作
っ
た
「
記
」
が
石
碑
と

な
っ
た
も
の
か
。
な
お
、『
元
史
』
巻
六
十
二
・
地
理
志
五
に
よ
る
と
至
元

十
四
年
（
一
二
七
七
）
に
慶
元
路
（
寧
波
）
に
総
管
府
が
置
か
れ
て
い
る
。
雲

外
に
つ
い
て
は
、『
雲
外
録
』
付
録
「
天
童
雲
外
禅
師
伝
」
に
「
初
住
慈
谿
之

石
門
、
歴
象
山
智
門
、
郡
之
天
寧
」（
続
蔵
一
二
四
・
五
〇
七
ｂ
）
と
あ
り
、
天

寧
寺
に
住
し
た
こ
と
を
記
す
。

（
２
）
僧
問
大
隋
…
…
亦
遷
化
＝
『
五
灯
会
元
』
巻
四
・
益
州
大
随
法
真
禅
師
章

に
「
僧
問
、
劫
火
洞
然
、
大
千
倶
壊
、
未
審
這
箇
壊
不
壊
。
師
曰
、
壊
。
曰
、



三
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

恁
麼
則
随
他
去
也
。
師
曰
、
随
他
去
。
僧
不
肯
。
後
到
投
子
、
挙
前
話
。
子
遂

装
香
遥
礼
曰
、
西
川
古
仏
出
世
。
謂
其
僧
曰
、
汝
速
回
去
懺
悔
。
僧
回
。
大
随

師
已
没
。
僧
再
至
投
子
、
子
亦
遷
化
」（
続
蔵
一
三
八
・
七
六
ｃ
ｄ
）
や
『
禅
宗

頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
十
二
（
続
蔵
一
一
五
・
一
三
七
ｂ
）『
白
雲
録
』
巻
二
（
続

蔵
一
二
〇
・
一
九
五
ｄ
）
な
ど
が
ほ
ぼ
同
文
で
、『
碧
巌
録
』
巻
三
・
第
二
十
九

則
（
大
正
蔵
四
八
・
一
六
九
ａ
ｂ
）
で
は
、
前
半
が
本
則
、
後
半
が
評
唱
の
途

中
に
出
て
く
る
。
字
句
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
似
て
い
る
部
分
（
名
を
大

隋
と
す
る
こ
と
、「
僧
問
大
隋
」「
隋
云
」「
不
会
」「
焚
香
」
な
ど
）
も
あ
る
が
、

投
子
と
の
問
答
が
詳
し
い
の
と
、
末
尾
、
投
子
も
既
に
遷
化
し
て
い
た
、
と
い

う
部
分
を
欠
く
。『
略
註
』
は
両
者
を
揉
合
し
た
も
の
か
。
冒
頭
二
句
は
『
仁

王
経
』
の
引
用
で
、
世
界
の
破
滅
を
意
味
す
る
。
あ
る
僧
が
、
そ
の
と
き
「
這

个
」
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
尋
ね
る
と
大
隋
は
破
壊
さ
れ
た
と

答
え
た
の
で
、
な
ら
ば
そ
れ
に
身
を
任
せ
る
の
か
、
と
さ
ら
に
問
う
と
、
身
を

任
せ
る
、
と
答
え
た
。
納
得
で
き
な
い
僧
は
こ
の
問
答
を
投
子
に
示
し
た
と
こ

ろ
、
焚
香
礼
拝
し
て
「
四
川
に
大
立
者
が
現
れ
た
ぞ
。
す
ぐ
に
戻
れ
」
と
言
っ

た
の
で
、
戻
っ
て
み
る
と
既
に
遷
化
し
て
い
て
、
ま
た
投
子
の
と
こ
ろ
に
戻
る

と
彼
も
遷
化
し
て
い
た
、
と
い
う
。

（
３
）
焼
痕
緑
…
…
吹
又
生
＝
Ｃ
句
は
、
世
界
の
破
滅
に
同
調
し
な
い
も
の
と
し

て
の
緑
＝
自
然
を
ぐ
っ
と
取
り
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
表
現
に
は
白
居
易
「
賦

得
古
原
草
送
別
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
）
の
句
が
利
用
さ
れ
て
い
る
、
と
の

説
明
。
白
居
易
句
は
禅
語
と
し
て
『
禅
林
集
句
』
等
に
も
収
め
ら
れ
て
人
口
に

膾
炙
し
て
い
る
。

（
４
）
大
随
ハ
…
…
ア
ル
ト
云
＝
前
出
『
碧
巌
録
』
頌
評
唱
に
「
先
壊
壊
与
不
壊
、

是
両
重
関
。
若
是
得
底
人
、
道
壊
也
有
出
身
処
、
道
不
壊
也
有
出
身
処
」、
ま

た
本
則
著
語
に
「
若
道
不
随
他
去
、
又
作
麽
生
」
と
あ
る
よ
う
に
、
壊
か
不
壊

か
、
随
は
不
随
か
は
ど
ち
ら
も
あ
り
得
る
こ
と
、
と
の
認
識
を
示
し
て
お
り
、

そ
う
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
注
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
日
本
ヨ
リ
…
…
此
時
也
＝
注
（
１
）
と
同
様
の
記
述
だ
が
、
十
七
度
の
侵

攻
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
根
拠
不
明
。
な
お
、「
鹿
苑
院
」
は
室
町
幕
府
三
代

将
軍
足
利
義
満
の
こ
と
で
あ
り
、
時
代
が
合
わ
な
い
。
あ
る
い
は
延
慶
を
嘉
慶

（
一
三
八
七
〜
八
八
、
義
満
在
任
中
の
年
号
）
と
誤
認
し
た
か
。

（
６
）
三
災
壊
劫
…
…
已
下
ゾ
＝
前
出
『
碧
巌
録
』
評
唱
に
「
教
中
云
、成
住
壊
空
、

三
災
劫
起
、壊
至
三
禅
天
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
六
九
ｂ
）と
あ
る
。
な
お
注（
８
）

参
照
。

（
７
）
春
風
ノ
…
…
如
此
作
タ
ソ
＝
Ｄ
句
の
「
楼
閣
」
は
天
寧
寺
の
伽
藍
で
あ
る

と
同
時
に
「
這
个
」
す
な
わ
ち
禅
の
本
質
、
悟
り
そ
の
も
の
で
、
す
な
わ
ち
自

然
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
と
す
る
。
Ｂ
句
の
「
不
随
他
」（
劫
火
と
と
も
に
消

え
去
る
も
の
で
は
な
い
）
と
対
応
す
る
表
現
。

（
８
）
大
千
倶
壊
ス
…
…
云
ハ
非
也
＝
『
略
註
』
の
記
述
（
注
（
２
）
部
分
）
へ

の
（
一
旦
の
）
批
判
を
述
べ
る
。「
長
阿
含
」
以
下
「
三
千
大
千
世
界
」
ま
で
、

お
よ
び
「
東
西
南
北
」
か
ら
「
名
世
」
ま
で
は
『
釈
氏
要
覧
』
巻
中
・
界
趣
の

「
三
千
大
千
世
界
」（
大
正
蔵
五
四
・
二
九
一
ａ
）
を
切
り
貼
り
し
た
も
の
で
、

三
千
大
千
世
界
は
須
弥
山
を
含
む
一
国
土
の
三
十
億
倍
の
広
さ
、
か
つ
過
去
現

在
未
来
の
時
間
を
す
べ
て
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
の
意
。
一
方
、『
略
註
鈔
』



三
五

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

の
説
（
注
（
６
））
は
『
碧
巌
録
』
の
別
の
記
述
に
基
づ
き
、
火
災
で
破
壊
さ

れ
る
の
は
三
界
の
う
ち
の
色
界
の
初
禅
天
よ
り
下
の
み
で
あ
る
か
ら
、
世
界
す

べ
て
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
部
分
は
『
金

剛
経
纂
要
刊
定
記
』
巻
四
の
「
皆
同
等
者
、
謂
四
禅
已
上
三
災
不
及
、
故
不
説

成
之
与
壊
。
三
禅
已
下
統
維
三
災
、
故
云
同
一
成
壊
。
就
中
従
初
禅
已
下
同
火

災
、
二
禅
已
下
同
水
災
、
三
禅
已
下
同
風
災
」（
大
正
蔵
三
三
・
二
〇
五
ｂ
）
な

ど
の
理
解
に
基
づ
く
か
。
な
お
、
三
千
大
千
世
界
と
三
界
と
は
、
そ
も
そ
も
世

界
の
捉
え
方
が
異
な
る
の
で
、
比
較
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
か
。

（
９
）
然
ト
モ
…
…
如
此
云
也
＝
上
記
の
矛
盾
は
、
こ
と
ば
の
表
面
上
の
意
味
を

超
越
し
て
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
、
と
い
う
禅
僧
な
ら
で
は
の
表
現
方
法
の
現

れ
で
あ
る
（
か
ら
、そ
こ
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
）、の
意
。
句
面
と
句
中
、

あ
る
い
は
表
面
上
の
意
味
と
底
意
、
と
い
っ
た
二
重
性
と
は
別
の
解
釈
方
法
を

示
す
。

０
１
８
０
「
悼
性
侍
者
」

【
京
大
本
略
註
】

（
180
）
悼
ム二

性
侍
者
ヲ一

霊（
１
）隠
之
侍
者
也
。
此
ノ

侍
者
、
自
天
童
到
霊
隠
死
也
。
故
以
此
＊（
比
カ
）龐
涓
之
死
二

於
馬
陵
一

也
。

Ａ
三
喚ガ

声
ノ

中
負ヲ
フ二

不
平
ヲ一

Ｂ
興
レコ
ト

師
サ
ヲ

百
万
欲ス
レ

干フ
セ

レカ
ン
ト

城シ
ロ
ヲ

Ｃ
誰
カ

知
ン

菡カ
ン
萏タ
ン

峰
前
ノ

路

Ｄ
削ケ
ツ
リレ

木
ヲ

書
レシ
テ

名
ヲ

有
二ン
ト
ハ

伏フ
ク

兵
ヒ
ヤ
ウ
・
ヘ
イ

一

三（
２
）喚
見
于
前
。
干（
３
）城
者
、
毛
詩
、
兎
罝
、
赳キ
ウ

タ々
ル

武
夫
ア
リ

、
公
侯
ノ

干
城セ
イ
ナ
リ

。
注
云
、
赳
々
、
武
ノ

貌
。
干
ハ

扞ヲ
カ
ス

也
。
箋
云
、
扞フ
セ
クレ

城
也
。
皆
武
、

所
二

以
禦
レ

難
ヲ

也
。
霊（
４
）隠
有
白
蓮
峰
、
昔
生
法
師
講
経
地
也
。
削（
５
）木
書
ハレ

名
者
、
孫
臏
・
龐
涓
事
、
見
上
。
蓋
此
侍
者
、
於
霊
隠
逝
去
、
故
以

比
龐
涓
也
。

［
欄
外
注
］

胡（
６
）曽
、
馬
陵
詩
云
、
墜
葉
蕭
々
九
月
天
、
駆
羸
独
過
馬
陵
前
、
路
傍
枯
木
虫
書
処
、
記
得
将
軍
破
敵
年
。

或（
７
）抄
云
、
此
題
一
作
悼
霊
隠
侍
者
。
又
雑
毒
海
、
題
云
、
天
童
侍
者
重
去
霊
隠
、
作
侍
者
死
。
此
頌
意
、
与
其
題
合
。



三
六

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

毛（
８
）詩
一
巻
、
兎
罝
編
、
兎ウ
サ
キ

罝ア
ミ
ア
リ

肅
タ々
ル

、
椓
ク
イ
ウ
ツ
コ
ト
之
丁
々
。
赳キ
ウ

タ々
リ

、
注
、
干
城
也
。
捍フ
セ

レイ
テ

外
而
衛
レ

内
者
。

菡
萏
峰
在
天
童
、
旧
抄
義
也
。

［
傍
注
］

Ａ
句
「
負
不
平
」
雲
外
結
レ

冤
也
。

【
出
典
】

『
雲
外
録
』
巻
一
（
続
蔵
一
二
四
･
五
〇
三
ｂ
）。
但
し
頌
の
題
を
「
悼
霊
隠
性
侍
者
」
に
作
る
。『
禅
宗
雑
毒
海
』（
明
洪
武
二
八
年
〈
一
三
九
五
）

刊
、
和
刻
本
は
寛
文
五
年
〈
一
六
六
五
〉
刊
）
巻
六
（
398
）
に
見
え
、
題
を
「
天
童
侍
者
在
霊
隠
作
侍
者
死
」
に
、
ま
た
、
Ｃ
句
を
「
欲
攻
城
」

に
作
る
。

【
校
異
】

＊
此
―
比　

【
略
註
鈔
】

（
180
）
悼
二

性
侍
者
一

Ａ
三
喚
声
ノ

中
負
フレ

不
平
ヲ

侍（
９
）
者
ノ
故
事
ソ
。
国
師
ノ
三
度
喚
バ
ル
ヽ
カ
ラ
、
恨
ヲ
思
イ
始

メ
テ
、
心
ロ
ガ
不
平
ナ
ソ
。
ウ
ラ
ウ
シ
ウ
無
念
ナ
ト
斗
リ
云
テ

ハ
ア
ル
マ
イ
ゾ
。
這
箇
ノ
不
審
ヲ
一
ツ
起
シ
テ
、
是
非
ト
モ
明

メ
ウ
ズ
ト
思
ゾ
。

Ｂ
興
師
百
万
欲ス
レ

干
レカ
ン
ト

城
ヲ

無（
1
0
）念
ナ
ト
思
フ
ホ
ト
ニ
、
百
万
ノ
帥
ヲ
興
シ
テ
、
城
ヲ
築
テ
敵

ヲ
亡
ボ
サ
ン
ト
思
フ
ゾ
。
干
ハ
、
扞
也
。
扞
ハ
、
衛
也
デ
、
フ

セ
グ
ト
モ
、
マ
ボ
ル
ト
モ
ヨ
ム
ソ
。
敵
ヲ
亡
ホ
サ
ウ
ニ
ハ
、
城

ヲ
好
ク
築
カ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
。

Ｃ
誰
知
ル

菡
萏
峰
前
ノ

路
チ

菡）
11
（

萏
峰
ハ
、
天
童
ニ
ア
ル
ナ
リ
。

Ｄ
削
リレ

木
ヲ

書
テレ

名
ヲ

有
レン
ト
ハ

伏
兵

孫）
12
（

臏
ガ
謀
リ
ヲ
用
テ
、
ダ
シ
ヌ
イ
テ
、
龐
涓
ヲ
殺
シ
タ
如
ク
ニ
、

侍
者
モ
菡
萏
峰
前
デ
、
伏
兵
ニ
逢
テ
打
殺
サ
レ
タ
ソ
。
殺
サ
レ

タ
ハ
、
悪
イ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、
吾
家
デ
ハ
、
大
死
底
ノ
人
ト
成



三
七

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

リ
得
タ
ガ
好
イ
ソ
。
又
、此
侍
者
、霊
隠
ニ
帰
テ
死
ス
ル
ニ
依
テ
、

如
レ

此
云
ナ
リ
。
古
事
ハ
、
前
ヘ
ニ
横
川
住
レ

能
仁
ノ

頌
ノ
注
ニ
ア

リ
。

【
注
（
180
）】

（
１
）
霊
隠
之
侍
者
…
…
死
於
馬
陵
也
＝
性
侍
者
は
か
つ
て
天
童
山
景
徳
寺
に
お

い
て
、
我
が
（
雲
外
）
会
下
の
侍
者
を
務
め
た
。
更
に
霊
隠
寺
に
お
い
て
も
侍

者
を
務
め
た
が
、
か
の
地
に
寂
し
た
。
そ
れ
で
、
龐
涓
の
馬
陵
に
死
せ
る
に
比

す
る
の
で
あ
る
、
の
意
。
上
記
の
内
容
は
、『
雲
外
録
』
並
び
に
『
雑
毒
海
』

の
題
に
見
え
る
。
欄
外
注
参
照
。

（
２
）
三
喚
見
于
前
＝
Ａ
句
の
注
。
国
師
三
喚
の
話
に
つ
い
て
は
、「
０
１
２
３
天

童
侍
者
」
参
照
。「
三
喚
」
は
、「
侍
者
」
を
惹
起
さ
せ
る
縁
語
。

（
３
）
干
城
者
毛
詩
…
…
武
所
以
禦
難
也
＝
Ｂ
句
の
注
。「『
毛
詩
』「
周
南
、兎
罝
」

に
見
え
、『
毛
詩
注
疏
』
巻
一
に
よ
れ
ば
、「
赳
赳
武
夫
、
公
侯
干
城
〈
伝
、
赳

赳
武
貌
、
干
扞
也
。
箋
云
、
干
也
、
城
也
。
皆
以
禦
難
也
〉」
と
あ
る
。「
干
」

に
つ
い
て
、「
箋
」
で
は
「
ふ
せ
ぐ
」、「
伝
」
で
は
「
お
か
す
」
の
意
に
取
っ

て
い
る
。「
干
城
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
京
大
本
『
略
註
』
は
、「
城
を
干ふせ
が
ん

と
欲す
」
と
訓
じ
て
い
る
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
干かん
せ
い城
を
欲
す
」、「
城
を
干
が

ん
と
欲す
」
の
二
訓
を
挙
げ
て
い
る
。『
訓
解
添
足
』
は
、「
城
を
干ふせ
が
ん
と
」
と

訓
ず
る
と
き
は
、「
自
の
城
」
を
守
る
意
で
あ
り
、「
城
を
干をか
さ
ん
と
」
の
訓
の

時
は
「
他
の
城
」
を
攻
め
る
意
で
あ
り
、後
者
を
是
と
す
る
。『
雑
毒
海
』
は
「
攻

め
る
」
に
解
す
る
。

（
４
）
霊
隠
有
白
蓮
…
…
師
講
経
地
也
＝
Ｃ
句
ノ
注
。「
菡
萏
峰
（
白
蓮
峰
）」
を
、

む
か
し
竺
道
生
が
経
典
を
講
義
し
た
地
と
す
る
が
、
典
拠
未
詳
。
道
生
に
つ
い

て
は
、「
０
０
１
９
頑
極
」
参
照
。
但
し
道
生
の
頑
石
点
頭
は
、
虎
丘
山
で
の

故
事
。『
襟
帯
集
』
は
『
略
註
』
と
同
様
に
注
す
る
。『
訓
解
添
足
』
は
「
続
翠



三
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ノ
本
又
此
注
ヲ
云
」
と
し
、
続
翠
（
江
西
龍
派
）
の
本
に
見
え
る
事
を
指
摘
す

る
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
霊
隠
ノ
境
致
ニ
石
蓮
峰
ア
リ
」
と
す
る
。
ち
な
み

に
、『
明
覚
録
』
巻
五
「
送
僧
帰
霊
隠
」
頌
に
、「
南
北
東
西
唯
我
知
、
誰
知
、

菡
萏
峯
前
布
影
時
（
大
正
蔵
四
七
・
六
九
九
ａ
）」
の
句
が
見
え
る
。
別
の
解
釈

と
し
て
は
、「
欄
外
注
」、『
略
註
鈔
』
に
よ
れ
ば
、「
菡
萏
峰
」
は
、
天
童
山
に

あ
る
と
す
る
。「
菡
萏
」
は
、
ハ
ス
の
花
を
い
う
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
三
「
菡
萏

〈
上
戸
感
切
。
下
徒
感
切
。
蓮
花
欲
舒
貌
〉」（
続
蔵
一
一
三･

三
四
ｂ
）
と
見

え
る
。

（
５
）
削
木
書
名
者
…
…
以
比
龐
涓
也
＝
Ｄ
句
の
注
。
斉
の
軍
師
孫
臏
が
謀
略
用

い
て
、
魏
の
将
軍
龐
涓
を
馬
陵
に
破
っ
た
故
事
。「
０
０
６
７
送
横
川
住
能
仁
」

注
（
９
）
参
照
。
こ
の
性
侍
者
が
霊
隠
寺
に
お
い
て
逝
去
し
た
こ
と
を
、
孫
臏

に
出
し
抜
か
れ
て
自
殺
し
た
龐
涓
に
比
す
る
、
の
意
。

（
６
）
胡
曽
馬
陵
詩
…
…
得
将
軍
破
敵
年
＝
（
５
）
に
関
す
る
注
。
胡
元
質
『
詠

史
詩
』
巻
上
に
見
え
る
。『
胡
曽
詩
』
は
、
室
町
時
代
初
期
に
既
に
受
用
さ
れ

て
お
り
、『
胡
曽
詩
抄
』
も
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
『
新
板
増
広
附
音
釈

文
胡
曽
詩
註
』
は
、 『
新
板
大
字
附
音
釈
文
千
字
文
註
』 『
重
新
点
校
附
音
増
註

蒙
求
』
と
と
も
に
、
五
山
版
『
三
註
』
と
し
て
開
板
さ
れ
て
い
る

（
７
）
或
抄
云
此
題
…
…
頌
意
与
其
題
合
＝
（
１
）
に
関
す
る
注
。【
出
典
】
参
照
。

明
版
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
の
か
、
或
い
は
誤
り
か
。

（
８
）毛
詩
一
巻
兎
罝
…
…
外
而
衛
内
者
＝（
３
）に
関
す
る
注
。『
訓
解
添
足
』は
、

朱
熹
の
『
詩
経
集
注
』
を
あ
げ
る
。

（
９
）
侍
者
ノ
故
事
…
…
明
メ
ウ
ズ
ト
思
ゾ
＝
『
襟
帯
集
』
も
同
様
に
注
す
る
と

と
も
に
、「
不
平
者
、
古
語
云
、
剣
負
不
平
離
宝
匣
（
名
剣
は
不
平
を
負
い
て

宝
匣
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
）」
と
注
す
る
。「
龍
門
文
庫
本
」
は
、「
三
喚
ー
ー
、

国
師
ノ
三
度
喚
ル
ヽ
声
中
、
更
ニ
平
々
ニ
モ
ナ
イ
ソ
」
と
注
す
る
。
慧
忠
国
師

が
三
度
侍
者
を
呼
ん
だ
時
か
ら
、
侍
者
は
恨
み
が
生
じ
、
心
は
い
つ
も
穏
や
か

で
は
な
か
っ
た
。
性
侍
者
も
天
童
山
に
お
い
て
は
、
雲
外
と
の
機
縁
が
叶
わ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、只
恨
み
が
ま
し
く
口
惜
し
い
と
言
う
だ
け
で
は
無
か
っ
た
。

な
ぜ
雲
外
と
の
機
縁
が
叶
わ
ぬ
の
か
と
い
う
疑
問
を
契
機
と
し
て
、
何
と
し
て

も
一
大
事
因
縁
を
明
ら
め
よ
う
と
い
う
求
道
心
へ
と
昇
華
さ
せ
た
の
だ
、の
意
。

（
10
）
無
念
ナ
ト
思
フ
…
…
築
カ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ゾ
＝
口
惜
し
い
と
思
う
か
ら
こ
そ
、

百
万
の
戦
い
を
お
こ
し
、
拠
る
べ
き
城
を
築
き
敵
を
滅
亡
さ
せ
よ
う
と
思
う
の

だ
。
自
己
の
究
明
に
邁
進
し
、歴
戦
の
作
家
と
し
て
自
己
を
確
立
し
な
け
れ
ば
、

真
の
難
敵
（
師
家
）
に
打
ち
勝
つ
事
は
出
来
な
い
の
意
か
。「
龍
門
文
庫
本
」

に
は
、「
喚ヨヒ
声コヘ
カ
好
ケ
レ
ハ
、
イ
ラ
エ
声コヘ
カ
好ヨイ
ト
云
カ
、
コ
レ
ハ
、
ヨ
ヒ
声
カ

ヲ
ソ
ロ
シ
イ
声
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
此
侍
者
カ
三
応
ノ
中
ニ
モ
、
城
ヲ
カ
マ
ユ
ル
ソ
」

と
あ
る
。『
玉
塵
抄
』
巻
一
に
も
「
同
声
相
応
ズ
ト
云
ハ
、
同
声
ハ
、
同
ツ
レ

ノ
声
カ
、
コ
タ
ユ
ル
ソ
。
ヨ
ビ
コ
ヱ
ヨ
ケ
レ
バ
、
イ
ラ
エ
声
ヨ
シ
、
ト
云
ヤ
ウ

ナ
心
ゾ
」
と
あ
り
、
参
考
に
な
る
。「
有
問
有
答
」、
問
い
の
機
鋒
に
よ
り
答
え

方
も
自
ず
か
ら
変
わ
る
。
問
い
の
機
鋒
鋭
け
れ
ば
、
そ
の
答
え
る
側
に
も
そ
れ

を
受
け
と
め
る
技
倆
が
必
要
と
な
る
の
意
。
別
の
解
釈
と
し
て
は
、『
夾
山
鈔
』

頭
注
に
よ
れ
ば
、「
二
ノ
句
ハ
、
如
クレ
此
是
非
ト
モ
此
ノ
事
ヲ
悟
ラ
ン
ト
思
フ
勢

ハ
、百
万
ノ
軍
卒
ヲ
引
キ
請
テ
興
レシ
テ
師
、城
槨
ヲ
防
カ
ン
ト
ス
ル
体
也
。
句
中
ハ
、

名
匠
ト
ナ
リ
、
大
イ
ニ
開
テ二
法
戦
場
ヲ一
百
万
ノ
大
衆
ヲ
接
得
セ
ン
ト
ス
ル
気
象
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ゾ
ト
也
」
と
あ
り
、
性
侍
者
自
ら
が
住
持
と
し
て
開
法
し
、
多
く
の
人
々
を
説

得
し
た
い
と
い
う
気
性
を
持
つ
事
を
言
う
。
干
城
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
注

（
３
）
参
照
。
敵
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
な
ら
、
抜
か
れ
る
こ
と
の
な
い
堅
城
を

築
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
の
意
。

（
11
）
菡
萏
峰
ハ
天
童
ニ
ア
ル
ナ
リ
＝
『
略
註
』
と
は
異
な
る
解
釈
。
注
（
４
）

参
照
。

（
12
）
孫
臏
ガ
謀
ヲ
…
…
頌
ノ
注
ニ
ア
リ
＝
性
侍
者
の
霊
隠
寺
に
お
け
る
逝
去
を

踏
ま
え
て
、
禅
者
と
し
て
の
大
死
底
（
悟
道
）
に
つ
い
て
注
す
る
。
孫
臏
が
龐

涓
を
出
し
抜
い
て
、
伏
兵
を
置
い
て
殺
し
た
よ
う
に
、
侍
者
も
菡
萏
峰
前
で
伏

兵
に
殺
さ
れ
た
。
性
侍
者
は
、
血
気
盛
ん
に
霊
隠
寺
に
趣
い
た
が
、
そ
こ
に
は

辣
腕
の
師
家
が
潜
ん
で
お
り
、
徹
底
的
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
死
の
一
般
的
な
解
釈
と
は
異
な
り
、、
禅
門
で
は
大
死
底
、
大
休

歇
（
悟
道
）
の
境
界
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
の
意
。「
龍
門
文
庫
本
」
に
は
、

「
此
侍
者
、
コ
ヽ
ニ
タ
シ
ヌ
カ
レ
テ
、
不
レ
及
二
了
簡
ニ一
、
自
殺
也
」
と
あ
り
、

性
侍
者
は
自
殺
し
た
と
す
る
。
孫
臏
・
龐
涓
の
故
事
に
つ
い
て
は
、
注
（
５
）

参
照
。

０
１
８
１
憶
銭
塘

【
京
大
本
略
註
】

（
181
）
憶
二

銭
塘
ヲ一

銭（
１
）塘
注
見
上
。
諺（
２
）曰
、
天
上
天
堂
、
地
下
蘇
杭
。
蓋
此
地
人
物
繁
華
、
山
川
勝
絶
、
天
下
第
一
ノ

都
会
也
。
霊
隠
・
浄
慈
共
在
于
此＊

。

Ａ
初
心
未ス
レ

歇ケ
ツ
セ

憶
二

銭
塘
ヲ一

Ｂ
不ス
下

為
ニ二

閑か
ン

遊ユ
ノ一

再
ヒ

渡
ラ上

レ

江
ヲ

Ｃ
自ヲ

恨
一
生
多
二コ
ト
ヲ

癖
病ヘ
イ

一

Ｄ
四
明
山
好
レ
ト
モ

懶
モ
ノ
ウ
シレ

開
ニレ

窓
ヲ

明（
３
）＊

州
亦
山
川
奇
秀
、
煙
雲
佳
絶
之
郡
也
。
謂
四
明
山
水
雖
二

信
美
一

、
只
依
憶
銭
塘
、
故
懶
看
之
也
。
是
吾
癖
也
。
晋
（
４
）＊

東
遷
シ
テ

、
或
嘆
曰
、

信
ニ

美
ナ
レ
ト
モ

非
二

吾
土
一

。
遂
有
二

信
美
江
山
之
語
一

。

［
欄
外
注
］

癖（
５
）病
者
、
所
謂
煙
霞
痼
疾
、
泉
石
膏
肓
也
。
田
遊
岩
語
也
。
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藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

［
傍
注
］

Ｃ
句
「
癖
病
」
憶
銭
塘
カ
我
ー
ー
也
。

【
出
典
】

『
雲
外
録
』「
偈
頌
」
同
題
同
文
（
続
蔵
一
二
四
･
五
〇
六
ｂ
）。

【
校
異
】

＊
此
―
此
明
州
亦
山
川
奇
秀
烟
雲
佳
絶
之
郡
也　

＊
明
州
亦
山
川
奇
秀
烟
雲
佳
絶
之
郡
也
―
な
し　

 

＊
晋
東
遷
或
嘆
曰
信
美
非
吾
土
遂
有
信
美

江
山
之
語
―
な
し

【
略
註
鈔
】

（
181
）
憶
銭
塘

Ａ
初
心
未
レ

歇
セ

憶
フレ

銭
塘
ヲ

初（
６
）ノ
心
カ
歇
マ
イ
デ
、
我
カ
ソ
ダ
ツ
タ
銭
塘
ガ
忘
レ
難
イ
ゾ
。

Ｂ
不
二

為タ
メ

レ

閑
遊
ノ

再
ヒ

渡
ラ一

レ

江

恋（
７
）
シ
イ
ト
云
テ
モ
、
閑
ラ
遊
ニ
ハ
行
カ
レ
ヌ
ソ
。
浙
東
カ
ラ
浙

西
ヘ
行
カ
バ
、
江
ヲ
渡
ラ
ウ
ソ
。

Ｃ
自ミ

恨
ム

一
生
多
レキ
コ
ト
ヲ

癖
病

明
州
ヨ
リ
杭
州
ノ
コ
ト
ヲ
思
フ
ハ
、
僻
病
ゾ
。
僻
病
ハ
、
ク
セ

ノ
病
イ
ゾ
。

Ｄ
四
明
山
好
レ
ト
モ

懶
シレ

開
レク
ニ

窓
ヲ

是
ホ
ト
面
白
イ
明
州
ノ
山
ヲ
ハ
看
ル
ニ
懶
フ
シ
テ
、
銭
塘
ヲ
思

フ
ハ
、
僻
病
ヂ
ヤ
ゾ
。
底（
８
）意
ハ
、
初
心
ヨ
リ
後
心
ニ
至
ル
迄
デ
、

本
分
故
郷
ノ
コ
ト
ヲ
思
フ
ソ
。
故
ニ
閑
遊
セ
ヌ
ソ
。
是
レ
ガ
、

僻
病
ト
成
タ
ニ
依
テ
、
四
明
ノ
山
ノ
コ
ラ
ヘ
ヌ
ヲ
モ
、
開
テレ

窓
ヲ

見
ル
ニ

慵
イ
ゾ
。



四
一

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
181
）】

（
１
）
銭
塘
注
見
上
＝
「
０
０
６
４
過
銭
塘
江
」
参
照
。「
龍
門
文
庫
本
」
に
は
、「
四

明
ノ
岫
雲
外
自
憶
二
銭
塘
一
也
。
第
四
ノ
句
、
四
明
ノ
山
水
ト
云
句
ニ
テ
、
キ
コ

ヘ
タ
リ
。
雖
然
、
代
レ
人
ニ
作
ル
ト
云
一
説
モ
ア
リ
」
と
あ
り
、
雲
外
自
ら
が

銭
塘
を
憶
念
し
て
の
作
と
注
す
る
。
ま
た
、
人
に
代
わ
っ
て
の
作
と
言
う
説
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
夾
山
鈔
』
は
、「
続
云
、（
中
略
）
此
ノ
頌
ハ
、
雲
外

未
タレ
悟
ラ
先
キ
ノ
頌
ナ
リ
也
」
と
注
し
て
、
こ
の
頌
を
雲
外
が
得
道
す
る
以
前
の
作

と
す
る
。

（
２
）
諺
曰
、天
上
天
堂
…
…
浄
慈
共
在
于
此=
范
成
大
『
呉
郡
史
』
巻
五
十
に
「
諺

曰
、
天
上
天
堂
、
地
下
蘇
杭
。
又
曰
、
蘇
湖
熟
天
下
足
。
湖
固
不
逮
蘇
杭
、
為

会
府
諺
。
猶
先
蘇
後
杭
説
者
疑
之
。（
下
略
）」
と
見
え
る
。
南
宋
末
の
諺
と
し

て
、
蘇
州
・
杭
州
こ
そ
が
地
上
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
意
。
人
も
多
く
文
化
も
栄
え
、

景
勝
の
地
で
あ
り
、
天
下
第
一
の
大
都
会
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
地
に
は

霊
隠
寺
・
浄
慈
寺
が
所
在
す
る
こ
と
を
言
う
。

（
３
）
明
州
亦
山
川
…
…
是
吾
癖
也
＝
Ｄ
句
の
注
。
明
州
（
四
明
）
も
山
河
は
素

晴
ら
し
く
、
も
や
に
烟
る
さ
ま
は
、
絶
佳
の
風
光
の
地
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、

私
の
住
す
る
四
明
の
山
河
は
、
本
当
に
風
光
明
媚
な
の
だ
が
、（
か
つ
て
若
か

り
し
時
見
た
）銭
塘
の
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
が
我
が
心
を
虜
に
し
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
に
窓
を
開
け
て
四
明
の
景
色
を
眺
め
よ
う
と
い
う
気
に
は
な
れ
な

い
。
銭
塘
の
地
に
耽
溺
す
る
習
性
、
こ
れ
は
私
（
雲
外
）
の
病
で
あ
る
、
の
意
。

ま
た
、「
明
州
亦
…
…
之
郡
也
」
の
一
文
は
、「
寛
永
本
」
で
は
題
注
に
あ
る
が
、

『
訓
解
添
足
』
が
「
東
陽
ノ
本
ニ
、
無
二
明
州
亦
一
云
云
。
以
下
ノ
注
、
入
ル二
頌
ノ
開

窓
ノ
下
ニ一
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｄ
句
の
注
と
す
る
の
が
本
来
の
形
で
あ
る
。

「
龍
門
文
庫
本
」
に
は
、
彭
叔
守
仙
に
よ
る
「
癖
」
の
語
注
が
あ
り
、「
瓢
案
韻

会
、
癖
字
注
云
、
腹
病
。
増
韻
、
瘕
癖
、
腹
積
聚
、
又
偏
癖
疾
、
又
嗜
好
之
病
。

晋
書
、
王
済
馬
癖
、
和
嶠
銭
癖
、
杜
預
伝
癖
。
亦
韻
府
云
、
梁
簡
文
帝
詩
癖
、

唐
李
憕
地
癖
、
唐
王
福
畤
五
子
誉
児
癖
、
唐
楊
敬
之
愛
士
癖
」
と
見
え
、『
古

今
韻
会
挙
要
』
巻
二
十
七
、『
韻
府
群
玉
』
十
九
を
引
用
し
て
注
す
る
。
こ
こ

に
言
う
「
癖
」
と
は
、「
偏
癖
疾
」「
嗜
好
之
病
」
に
該
当
す
る
。
杜
預
の
「
左

伝
癖
」
な
ど
、
歴
史
上
典
型
的
な
淫
す
る
者
た
ち
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
、
袁
宏
道
評
『
癖
顚
小
史
』
が
江
戸
時
代
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
晋
東
遷
或
嘆
…
…
信
美
江
山
之
語
＝
『
文
選
』
巻
十
一
、
王
粲
「
登
楼
賦
」

に
「
雖
信
美
而
非
吾
土
兮
、
曽
何
足
以
少
留
」
と
見
え
る
。
ま
た
『
古
今
事
文

類
聚
』
続
集
巻
四
「
居
処
部
」
郷
里
の
項
、『
方
輿
勝
覧
』
巻
二
十
七
、
湖
北

路
江
陵
府
「
楼
観
仲
宣
楼
」
の
項
に
引
用
さ
れ
る
。「
信
美
江
山
」
の
用
例
と

し
て
、
例
え
ば
、『
石
門
文
字
禅
』
巻
十
六
、「
遊
石
台
寺
」
の
頌
に
、「
歳
晏

身
心
無
一
事
、
江
山
信
美
又
吾
郷
、
去
年
今
日
黃
河
北
、
夜
趁
明
馳
上
太
行
」

と
見
え
る
。

（
５
）
癖
病
者
所
謂
…
…
田
遊
岩
語
也
＝
注
（
３
）
に
関
す
る
注
。
こ
こ
で
は
、

唐
の
田
遊
巖
が
高
宗
に
健
康
か
否
か
を
問
わ
れ
て
「
臣
所
謂
泉
石
膏
肓
、
烟
霞

痼
疾
者
」
と
答
え
た
と
い
う
故
事
を
挙
げ
る
。『
新
唐
書
』
巻
百
九
十
六
、「
隠

逸
伝
・
田
遊
巌
」
の
項
に
、「
帝
親
至
其
門
、
遊
巌
野
服
出
拝
、
儀
止
謹
樸
。

帝
令
左
右
扶
止
謂
曰
、
先
生
比
佳
否
。
答
曰
、
臣
所
謂
泉
石
膏
肓
、
烟
霞
痼
疾

者
（
下
略
）」
と
見
え
、『
白
孔
六
帖
』
巻
二
十
二
に
も
引
用
さ
れ
る
。



四
二

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

（
６
）
初
ノ
心
カ
歇
…
…
忘
レ
難
イ
ゾ
＝
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
得
た
深
い
感
銘

は
未
だ
き
え
る
こ
と
な
く
、
自
分
が
育
っ
た
銭
塘
の
地
を
思
い
続
け
て
い
る
、

の
意
。「
龍
門
文
庫
本
」
に
は
、「
初
心
ー
ー
、銭
塘
ハ
、熟
処
ナ
ル
ア
イ
タ
、千
々

不
忘
也
」
と
あ
り
、
同
様
の
解
釈
を
取
る
。
因
み
に
「
熟
処
難
忘
」
は
禅
語
の

成
句
で
あ
り
、「
熟
処
」
と
は
、
住
み
慣
れ
た
場
所
、
故
郷
を
言
い
、
だ
か
ら

こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
意
と
な
る

（
７
）
恋
シ
イ
ト
云
…
…
江
ヲ
渡
ラ
ウ
ソ
＝
し
か
し
、
幾
ら
恋
し
い
と
言
っ
て
、

只
遊
覧
の
た
め
だ
け
に
銭
塘
江
を
渡
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
（
今
は
四
明
を
弁
道

の
地
と
思
い
定
め
て
い
る
か
ら
）。
杭
州
は
浙
西
に
、
明
州
は
浙
東
に
、
そ
れ

ぞ
れ
銭
塘
江
の
東
西
に
位
置
す
る
か
ら
、
明
州
か
ら
杭
州
に
行
こ
う
と
す
れ
ば

江
を
渡
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
の
意
。「
０
０
３
２
送
人
省
母
」
参
照

（
８
）
底
心
ハ
、
初
心
…
…
開
窓
見
慵
イ
ゾ
＝
句
中
の
意
は
、
初
発
心
時
か
ら
現

在
に
到
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
に
本
来
の
家
郷
（
本
分
の
一
大
事
）
を
参
究
し
て

き
た
の
で
、
一
時
も
心
を
遊
ば
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
修
道
一
途
の
性
癖
が

身
に
染
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
四
明
の
山
も
、
窓
を
開
け
て
見
て
み
た
い

と
い
う
気
も
起
き
な
い
の
だ
、
の
意
。

０
１
８
２
宝
山

【
京
大
本
略
註
】

 

（
四
十
六
）
天
台
蔵
室
ノ

珍
和
尚

諱（
１
）正
珍
、
嗣
断
橋
、
住
雁
蕩
能
仁
寺
。

（
182
）
宝
山 

号

Ａ
目
前
ノ
・
ハ

璀
璨サ
ン

畳
ン
テ

成
スレ

堆
ヲ

Ｂ
輸マ
ク二

我
カ

清
貧
眼
未ルニ
レ

開
ケ

Ｃ
空
手
ニ
シ
テ

来
リ

兮
空
手
ニ
シ
テ

去
ル

Ｄ
黄
金
留
メ
テ

待
ツ二

愛ア
イ
ジ
ン人
ノ

来
一ル
ヲ

璀（
２
）璨
者
、
玉
貌
。
弥（
３
）勒
下
生
経
云
、
有
処
有
二

四
ノ

宝
蔵
一

、
有
処
玉
璀
璨
、
有
処
玉
積
成
堆
、
其
国
清
浄
世
界
、
而
人
在
目
前
不
取
之
、
満
眼

不
拾
之
也
。
第（
４
）二
句
、
謂
、
我
清
貧
故
、
開
眼
不
能
見
宝
山
也＊

。
然（
５
）黄
金
者
、
世
人
所
愛
惜
也
。
若
約
道
人
面
前
、
如
糞
土
耳
。

［
欄
外
注
］

或（
６
）抄
云
、
稛
載
而
往
者
、
着
仏
着
祖
、
法
欲
之
人
也
。
発
明
悟
了
底
人
者
、
乗
（
垂
カ
）橐
而
帰
也
。
然
元
来
真
正
道
人
故
、
雖
入
宝
山
、
空
手
去
来
。



四
三

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

愛（
７
）人
者
、
愛
惜
宝
底
人
也
。

［
傍
注
］

Ａ
句　
「
璀
璨
」
仏（
８
）祖
ノ
言
教
。

Ｂ
句　
「
清
貧
眼
未
開
」
貧
人
ノ
眼
ニ
ハ
宝
ハ
不
レ

見
ヘ
。

【
出
典
】

未
詳
。

【
校
異
】

＊
也
―
な
し

【
略
註
鈔
】

（
四
十
六
）
天
台
蔵
室
珍
和
尚

（
182
）
宝
山　

号
也

Ａ
目
前
璀
燦
畳
テ

成
スレ

堆
ヲ

璀
璨
ハ
、
二
字
ト
モ
ニ
玉
ノ
光
也
。
目
前
ニ
カ
ヽ
ヤ
イ
テ
、
玉

ヲ
ツ
ミ
重
ネ
テ
置
タ
ソ
。
玉（
９
）
ハ
、
宝
也
。
畳
成
堆
ト
云
テ
、
山

ヲ
云
也
。

Ｂ
輸マ
ク二

我
カ

清
貧
眼
未
一ル
ニレ

開

上
件
ハ
、
吾
ガ
清
貧
ナ
ニ
ハ
輸
ケ
タ
ソ
。
眼
コ

未
タレ

開ヒ
ラ
カ

ト
ハ
、
貧

窮
シ
タ
者
ハ
、
何
ニ
タ
ル
金
玉
ヲ
モ
目
ニ
掛
ケ
ヌ
物
ゾ
。

Ｃ
空
手
ニ
シ
テ

来
リ

兮
空
手
ニ
シ
テ

去
ル

清）
10
（

貧
ヂ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
空
手
ニ
シ
テ
来
リ
、
空
手
ニ
シ
テ
去
タ
ゾ
。

Ｄ
黄
金
留
テ

待
ツ二

愛
人
ノ

来
ヲ一

黄
金
ヲ
バ
愛
シ
テ
ホ
シ
ガ
ル
人
ニ
取
ラ
セ
フ
迄
テ
ヨ
。
我
レ
ハ

少
シ
モ
望
ミ
モ
無
イ
ホ
ト
ニ
ゾ
。
ト
キ
、
吾
ガ
清
貧
ニ
ハ
輸
ケ

タ
ソ
。
三）

11
（

ノ
句
ハ
、
宝
山
、
空
手
ニ
シ
テ
回
ル
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、

山
ノ
字
ヲ
作
ル
ゾ
。
四
ノ
句
、
黄
金
ハ
、
宝
ノ
字
ヲ
作
ル
ゾ
。

道）
12
（

号
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
宝
山
ノ
二
字
ヲ
好
ク
作
ラ
ウ
ケ
レ
ド
モ
、

翻
案
シ
テ
如
レ

此
ニ
モ
作
ラ
デ
ハ
。
一）

12
（

二
ノ
句
ハ
、
悟
得
ノ
処
ソ
。

三
四
ハ
、
悟
了
同
未
悟
ノ
処
ソ
。
悟
リ
了
レ
ハ
、
悟
ヲ
イ
カ
メ

シ
イ
コ
ト
ト
ハ
思
ワ
ヌ
ゾ
。



四
四

『
江
湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
十
四
）（
飯
塚
・
佐
藤
・
比
留
間
・
堀
川
）

【
注
（
182
）】

（
１
）
諱
正
珍
嗣
断
橋
住
雁
蕩
能
仁
寺
＝
蔵
室
性
珍
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
断
橋

妙
倫
（
一
二
〇
一
〜
六
三
）
の
法
嗣
、『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
五
（
続
蔵

一
四
二･
四
二
六
ｃ
〜
ｄ
）
に
立
伝
さ
れ
る
。
蔵
室
は
、
台
州
（
浙
東
、
現
在

の
浙
江
省
）
の
出
身
、「
台
州
管
内
近
有
七
処
開
堂
」
と
あ
り
、
大
同
寺
を
は

じ
め
と
し
て
台
州
管
内
七
箇
寺
の
住
持
と
な
っ
て
、
後
に
温
州
雁
蕩
山
能
仁
寺

に
住
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
能
仁
寺
に
つ
い
て
は
、
０
０
６
７
「
送
横
川
住

能
仁
」参
照
。「
無
見
先
覩
塔
銘
」（『
無
見
語
録
』〈
続
蔵
一
二
二･

二
四
三
ａ
〉）

に
よ
れ
ば
、
無
見
先
覩
（
一
二
六
五
〜
一
三
三
四
）
は
、
断
橋
派
下
の
古
田
徳

垕
の
も
と
で
出
家
し
、
同
派
下
の
天
封
寺
住
持
蔵
室
、
並
び
に
台
州
瑞
岩
寺
住

持
宝
山
文
室
（
？
〜
一
三
三
五
）
に
参
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
蔵
室
が
天

台
山
の
天
封
寺
に
晋
住
し
て
い
た
事
が
解
る
。
ま
た
、『
禅
林
備
用
清
規
』（
至

元
四
年
〈
一
三
一
一
〉
成
立
）
に
、
能
仁
寺
で
の
蔵
室
の
記
事
（
続
蔵
一
一
二

･

五
五
ｄ
）
が
見
え
る
。

（
２
）
璀
璨
者
玉
貌
＝
『
略
註
鈔
』
は
、「
璀
璨
」
は
、玉
の
光
輝
く
様
と
い
う
。『
韻

府
群
玉
』
巻
十
「
賄
」
韻
に
、「
璀
〈
取
猥
切
、
―
燦
玉
光
〉」
と
見
え
る
。
ま

た
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
五
に
「
璀
璨　

沛
正
作
璀
。
七
罪
切
、下
七
旦
切
。
璀
璨
、

玉
光
也
」（
続
蔵
一
一
三
・
六
六
ｂ
）、『
白
孔
六
帖
』
巻
七
に
「
璀
璨
〈
珠
光
彩

貌
〉」
と
あ
る
。

（
３
）
弥
勒
下
生
経
云
…
…
満
眼
不
拾
之
也
＝
Ａ
句
の
注
。
典
拠
未
詳
。
竺
法
護

訳
『
弥
勒
下
生
経
』（
大
正
蔵
一
四
・
四
二
一
ａ
〜
四
二
三
ｂ
）
は
、
鳩
摩
羅
什

訳
『
弥
勒
大
成
仏
経
』、
沮
渠
京
声
訳
『
弥
勒
上
生
経
』
と
と
も
に
、「
弥
勒
三

部
経
」
の
一
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
『
弥
勒
下
生
経
』
に
こ
の
一
文
は

見
え
な
い
。『
訓
解
添
足
』
も
、「
△
弥
勒
下
生
経
、未
検
」
と
注
す
る
。『
略
註
』

に
よ
れ
ば
、『
弥
勒
下
生
経
』
に
、
あ
る
所
に
四
つ
の
宝
蔵
が
あ
り
、
あ
る
場

所
に
は
玉
が
光
り
輝
い
て
お
り
、
あ
る
場
所
に
は
そ
の
玉
が
重
な
り
山
を
成
し

て
い
る
。
そ
の
国
は
、
清
浄
な
世
界
（
煩
悩
が
存
在
し
な
い
）
で
あ
り
、
人
は

玉
が
目
前
に
有
っ
て
も
、
玉
が
眼
を
覆
い
尽
く
そ
う
と
も
拾
い
は
し
な
い
の
で

あ
る
、
の
意
か
。
あ
る
い
は
、『
釈
氏
（
義
楚
）
六
帖
』
巻
十
九
に
、「
下
生
経

云
、
慈
氏
当
来
、
有
四
宝
蔵
、
龍
王
守
護
、
衆
宝
盈
満
、
時
世
人
民
、
見
如
瓦

礫
云
、
往
昔
衆
生
、
為
此
宝
故
、
互
相
劫
奪
、
致
生
死
苦
、
貧
窮
下
賎
也
」
と

見
え
、
ま
た
こ
の
項
の
前
に
は
「
四
種
宝
蔵
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、「
四

種
宝
蔵
、
異
相
云
、
一
名
宝
積
、
二
無
尽
宝
、
三
遠
熾
、
四
一
切
荘
厳
。
又
大

海
有
珠
、
能
生
能
出
、
衆
宝
大
龍
護
故
也
」
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
か
。

（
４
）
第
二
句
謂
…
…
不
能
見
宝
山
也
＝
Ｂ
句
の
意
は
、
私
（
雲
外
）
は
貧
に
徹

し
て
い
る
の
で
、
た
と
い
眼
を
開
い
て
宝
山
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
そ
れ
と

認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
の
意
。『
略
註
鈔
』
も
同
様
に
解
釈
す
る
。
傍

注
「
貧
人
ノ
眼
ニ
ハ
宝
ハ
不
レ
見
」
も
同
意
。

（
５
）
然
黄
金
者
…
…
如
糞
土
耳
＝
Ｄ
句
の
注
。
黄
金
は
、
世
間
の
人
が
心
惹
か

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
一
廉
の
禅
僧
の
前
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
糞
土
に
等

し
く
忌
み
嫌
わ
れ
る
だ
け
だ
、
の
意
。

（
６
）
或
抄
云
稛
載
而
…
…
宝
山
空
手
去
来
＝
Ａ
Ｂ
Ｃ
句
の
句
中
を
注
す
る
。
或

抄
は
、
以
下
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。
色
々
な
物
は
満
載
し
て
行
く
も
の
は
、
祖

仏
の
教
え
と
い
う
勝
解
に
執
着
す
る
、
仏
法
の
欲
に
塗
れ
た
輩
で
あ
る
。
悟
得



四
五
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湖
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註
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了
畢
し
た
作
家
は
、
空
の
袋
を
持
っ
て
帰
る
だ
け
だ
（
す
べ
て
の
者
を
捨
て
去

り
無
一
物
と
な
っ
た
）。
だ
と
す
れ
ば
、
本
来
本
色
の
衲
僧
は
、
宝
の
山
に
分

け
入
っ
て
も
、
何
も
手
に
す
る
こ
と
な
く
行
っ
て
帰
る
だ
け
だ
、
の
意
か
。「
稛

載
而
往
、
垂
橐
而
帰
」
が
成
句
で
あ
り
、『
虚
堂
録
』
巻
一
の
上
堂
語
に
「
五

洩
初
参
石
頭
。
洩
云
、
一
言
相
契
即
住
、
不
契
即
去
。
頭
據
坐
。
洩
便
行
。
頭

云
、
闍
梨
。
洩
回
首
。
頭
云
、
従
生
至
老
、
只
是
者
箇
、
回
頭
転
脳
作
甚
麼
。

洩
於
言
下
大
悟
。
師
云
、
稛
載
而
往
、
垂
橐
而
帰
」（
大
正
四
七
・
九
九
一
ｃ
）

の
用
例
が
あ
る
。
無
著
道
忠
は
『
虚
堂
録
犂
耕
』（
禅
文
化
研
所
刊
、
上
册
、

百
四
十
六
頁
）
に
「
△
稛
載
而
往
至
帰
ル　

忠
曰
、
知
見
解
会
ニ
シ
テ
而
往
キ
、
蕩

然
豁
然
ニ
シ
テ
而
帰
也
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。「
雖
入
宝
山
、
空

手
去
来
」
に
関
連
し
て
、『
摩
訶
止
観
』
巻
四
に
「
又
当
選
択
善
悪
之
心
、
令

生
法
喜
。
心
既
明
浄
、
睡
蓋
自
除
、
莫
以
睡
眠
因
緣
、
失
二
世
楽
。
徒
生
徒
死
、

無
一
可
獲
、
如
入
宝
山
、
空
手
而
帰
。
深
可
傷
歎
。
当
好
制
心
、
善
巧
防
御
也
」

（
大
正
蔵
四
六
・
四
五
ｂ
）
と
あ
り
、
宝
山
に
入
っ
て
、
何
も
手
に
せ
ず
帰
る
事

は
、
否
定
的
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
禅
録
に
お
い
て
も
同
様
の
用
法
が

見
え
、『
明
覚
録
』
巻
二
に
「
一
日
云
、宝
山
到
也
須
開
眼
、勿
使
茫
茫
空
手
迴
。

便
下
座
」（
大
正
蔵
四
七
・
六
八
一
ｃ
）
と
あ
り
、宝
山
（
仏
法
の
世
界
）
に
入
っ

た
か
ら
に
は
し
っ
か
り
と
眼
を
開
き
、
ぼ
ん
や
り
し
て
何
も
得
る
こ
と
な
し
に

帰
っ
て
は
な
ら
な
い
、
の
用
例
が
見
え
る
。

（
７
）
愛
人
者
愛
惜
宝
底
人
也
＝
Ｄ
句
「
愛
人
」
に
関
す
る
注
。「
愛
人
」
は
、『
略

註
鈔
』
に
「
黄
金
ヲ
バ
愛
シ
テ
ホ
シ
ガ
ル
人
」
と
注
す
る
よ
う
に
、宝
（
黄
金
）

に
心
ひ
か
れ
自
ら
の
も
の
に
し
た
い
と
す
る
人
の
意
。

（
８
）
仏
祖
ノ
言
教
＝
Ａ
句
の
句
中
は
、
光
り
輝
く
玉
（
宝
）
が
堆
く
な
っ
て
い

る
の
は
、
仏
祖
の
勝
れ
た
智
恵
見
解
を
指
す
こ
と
を
言
う
。

（
９
）
玉
ハ
宝
也
…
…
山
ヲ
云
也
＝
Ａ
句
で
は
、「
玉
」
が
「
宝
」
の
字
を
、「
畳

成
堆
」
が
「
山
」
を
読
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
。「
龍
門
文
庫
本
」
も
同
様
の

解
釈
を
取
る
。

（
10
）
清
貧
ヂ
ヤ
…
…
シ
テ
去
タ
ゾ
＝
清
貧
の
境
界
に
達
し
た
者
は
、
も
は
や
何

か
を
求
め
獲
得
す
る
と
い
う
事
は
な
い
。「
空
手
来
空
手
去
」
は
、
手
ぶ
ら
で

行
き
、
手
ぶ
ら
で
帰
る
、
の
意
。
用
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
『
虚
堂
録
』
巻
四
、

法
語
、「
示
如
足
首
座
」
に
、「
古
徳
道
、
達
磨
大
師
、
空
手
来
空
手
去
、
已
是

揚
塵
簸
土
」（
大
正
四
七
・
一
〇
一
二
ｂ
）
と
見
え
る
。
類
句
と
し
て
は
、「
空

手
去
、
空
手
帰
」
が
あ
り
、『
雪
峰
録
』
巻
一
に
、「
僧
問
、
和
尚
見
徳
山
、
得

個
甚
麼
便
休
去
。
師
曰
、
我
空
手
去
、
空
手
帰
。」（
続
蔵
一
一
九･

四
七
三
ｂ
）

と
見
え
る
。

（
11
）
三
ノ
句
ハ
…
…
作
ラ
デ
ハ
＝
Ｃ
句
は
、
宝
山
に
手
ぶ
ら
で
行
き
、
手
ぶ
ら

で
帰
る
こ
と
か
ら
、「
山
」
の
字
を
作
る
句
で
あ
り
、Ｄ
句
の
「
黄
金
」
は
「
宝
」

の
字
を
作
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
句
に
つ
い
て
は
、
注
（
９
）
参
照
。
道
号
頌
で

あ
る
か
ら
、
本
来
は
「
宝
山
」
の
二
字
を
讃
仰
、
或
い
は
托
上
す
る
句
作
り
を

す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
敢
え
て
翻
転
し
て
、
抑
下
の
句
作
り
を
す
る
こ
と
も
時

と
し
て
は
相
応
し
い
、
の
意
か
。『
襟
帯
集
』
に
「
只
ナ
ラ
ハ
、
宝
山
ヲ
ヨ
イ

宝
ト
作
ラ
ウ
ズ
ニ
、
抑
下
シ
タ
ハ
ワ
ル
ケ
レ
共
、
作
ラ
ハ
、
カ
ウ
作
ラ
ウ
ソ
」

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

（
12
）
三
ノ
句
ハ
…
…
ト
ハ
思
ワ
ヌ
ゾ
＝
Ａ
Ｂ
句
は
、
悟
り
の
境
地
（
清
貧
）
に
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達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
句
は
、
悟
道
し
て
も
全
く
悟
り
以
前
の
あ
り
よ

う
と
変
わ
ら
な
い
。
悟
り
を
開
け
ば
、
悟
り
を
事
あ
ら
た
ま
っ
た
、
何
か
特
別

の
も
の
と
は
思
わ
な
く
な
る
、
の
意
。


